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浪
人
三
分
の

本
年
度
京大
入
試
の合
格
者
発
表
が

十
七
日
に
教
、
経、
十
八
日
は
法
、

文
、
理
、
医、
薬十
九
日
は
農
二
十
日

は
工
の
各
学
部
で行
な
わ
れ
た
。
毎
年

の
こ
と
な
が
ら、
発表
時
刻
の
前
か
ら

掲
示
場
付
近
に
は
受験
生
や
父
兄
が
緊

張
し
た
表
情
で
集ま
り
、
発
表
と
同
時

に
掲
示
板
前
に
は
黒
山の
人
だ
か
り
が

で
き
た
。
「あ
っ
た
/
」と
手
を
と
り

あ
っ
て
喜
ぷ
親
子、
友達
つ
れ
や
「や

う
ば
り
だ
め
か
。
」
と
うな
だ
れ
て
去

る
者
な
ど
、
悲
喜
こも
乙も
の
情
景
が

み
ら
れ
た
。

昨
年
、
著
し
く
贔
底
点が
⊥
昇
し
た

反
動
か
、
今
年
は
最
底
点
の下
落
が
め

だ
ち
、
農
学
部
で
は
遂
に五
割
の
線
を

割
り
、
四
九
三
点
を
示
した
。
ま
た

法
肉
工
学
部
で
も
得
点
数
の底
下
が
習

し
い
が
、
こ
れ
は
両
学
部
と
も九
百点

濡
点
と
な
った
た
め
で
、
法
で
は五
八

%
の線
を
保
一、て
い
る
。
し
か
レ
なが

ら
、
そ
の
中
で
、
文
学
部
が
五
九
六
点

で文
科
系
学
部
の
ト
ソプ
に
躍
り
出
た

のが
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
理
、
医
の
各

学部
も
最
底
点
六
一九
点
で
光
っ
て
い

る、
こ
の得
点
低
下
の
原
因
と
し
て
は

数
学
、
国
語
な
ど
が
昨
年
に
比
べ
て
難

度
が
高
く
な
った
た
め
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
現
役
と
浪
人
の
比
率
に
関
し

て
は
、
相
変
ら
ず
現
役
の
進
出
が
め
ざ

ま
し
く
、
浪
人
は
遂
に
三
分
の
【を
割

二
千
人
寮
は
追
求

寮
団
交

学
生
部
長
言
明

十
五
目
午
後
三
時
か
ら
繁生
約
五
十

人
は
、
(
一)
玉
突
場、
外
人講
師
寄

宿
舎
教
養
キ
ャ
ン
パ
ス
内
建
設
反
対

(二
)炊
夫
三
人即
時
公
務
員
化
(三)

負
担
区
分
問
題
の
交
渉
を
継
続す
る
こ

と
な
ど
を
要
求
し
て
、
学
生
部
会
議
室

に
集
ま
り
、
学
生
部
長
馬
学
生
部
委員

と
会
談
し
た
。
掌
校
側
は
(
一)
二
千

人
崇
建
設
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よう

努
力
す
る
(二
)
炊
夫
公
務
員
化
は、

不
払
を
中
止
し
な
い
限
り
行
わ
な
い

(三)
話
合
い
は
続
け
る
が
、
支
払
工

作も
続け
る
と
答
へ
両
者
の
意
見
は

全く
く
い違
い、
外
人
宿
舎
、
玉
突
場

建
設
は湘
今
日
中
に
寮
生
の
納
得
の
い

く
よ
う、
取図
る
こ
と
で
午
後
七
時

半
、
会
談を
終え
た
。

(註
)外
人
需宿
舎
建
設
は
、
昨
年

十
月
吉
田
寮南
庭
内
に
建
設
が
計
画

さ
れ
て
い
たが
、
七
日
山
岡
前
学
生

部
長
と
の
確
約
事
項
「吉
田
新
祭

は
、
現
在
の吉
田
寮
敷
地
と
集
会
所

を
含
む
、
テ
ニ
ス
コー
ト
以
南
の
土

地
を
確
保
す
る
」を
理
由
に
、
寮
生

の
強
い
反
対
に会
い中
止
さ
れ
た
も

の
。
A、回
は
、
τ突
場
と
外
人
宿
舎

を
強
行
建
設
した
た
め
、
寮
生
の
抗

議
に
な
っ
たも
のだ
が
、
す
で
に
寮

生ほ
尺
部
分
帰
省し
て
お
り
、
建
設

灘
備
も
進
行
し
て
いる
ので
、
外
人

宿
舎
と
丁
突
場
は楽
友
会
鋸
の
付
属

施
設
と
し
て
六
目
に
は完
成
し
・てう

で
あ
る
。

で
に
完
成
す
る
こ
と
にな
った
が
、
委

員
会
の
方
で
は
、
四
十
一年
度
の寮
生

募
集
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
取り
決
め

を
し
て
い
る
。

(一)
熊
野
景
、
吉
田
寮
委
員
会

は
、
選
考
委
員
会
を
組織
し、
合
同

選
考
を
行
う
.

(二)
新
入
生
は
繁
生
の
回
生権
成

の都
合
で
二
百
人
と
す
る
。
願書
締

切
は
三月
二十
八
日
で
委
員
会ま
た

は
寮
務
掛
へ届
出
る
こ
と
。
圃
接
は

三十
日
三十
一B
で
、
入
蟹
許
可
者

発
表
は
四月
一日
。

(三
)
在学
生
の
募
集
は
四
月
下
旬

亀量

一

割
る

飴
格
鰍
難
問
題
続
出
で
低
下

舅
弾鋤
韻
欝
撚鞍
葱
繍
蟹
翔部。韓
號

熊
野
寮
、寮

生
募

集
要
項
を

決

定

熊
野
新
寮
(四
百
三
十人
収
容
、
柴
田

重
徳
委
員
長
法
2
)は
、
四
月
十
日
ま

学
科
で
は
二
〇
人
中
三
人
で
一五
%
程

度
と
な
って
い
る
。
昨
年
に
次
い
で
今

昭 和40年 入 試 統 計
し

合 格 者 の 内 訳 と 最 高馬最 底 点()内 は 昨 年 度 の 数

学 郁 合 格 者 志願 者 受験 暫 突 質競"畢 現 役 浪 人 浪 人% 女 子 最1闘 点 最 傭点

文 学 部 201(202) 19048(943) 980(868)

噌
4.9(43) 128(12!) 73(81》 36.3(40.1) 40(35) 733(809) 596(633)

教 育 学 部 50(50) 241(294) 209(268) 4.2(5.9) 20(24) 30(26) 60.0(52.0) 7(12) 656(774) 561(622)

法 学 部 336(27D 1,329(1,132) 亘,234q,02D 3.7(3.7) 215(162) 121(109) 36.O(40,3) 8(4) 662.5(833) 525(669)

経 済 学 部 220(220) 814(706) 740(645) 3.4(2.9) 135(139) 85(8D 38.6(36.8) 1(1) 730(812) 590(640)

理 学 部 258(255) 796{723) 765(659) 3.0(2.6) 189(199) 69(56) 26。7(22.0) 12(9) 809(84D 619(689)

医 学 部 106(108) 511(468) 462(394) 4。4(3.8) 61(70) 45(38) 42.5(35.2) 9(6) 753(838) 619(686)

薬 学 部 80(80) 223(250) 202(229) 2.5(2.9) 52(53) 28(27) 35。0(33。8) 35(29) 694(790) 535(626)

農 学 部 246(242) 821(821) 754(756) 3.1(3.D 112(124) 134(118) 53.6(49.0) 12(10) 676(772) 493(558)

工 学 部 905(880) 3,428(2,2ro) 3、133(2,106) 3.5(2,4) 652(624) 253(256) 27.9(28.1) 0(1) 717(819) 475.2(602)

土 木 系
機 械 系

140(140)

120(120)

475(376》

373(261)

A
不

A
I不

87(93)

93(83)

53(47)

27(37)

37.9(33.6)

22.5(30.8)

0(0)

0(0)

625(801)

691(814)

513(643)

516(652)

電 気 系
金 属 系

135(135)

80(80)

469(314)

3!3(194)
明　 明　

114(102)

41(42)

21(33)

39(38》

15.6(24。4)

48.7(47.5)

0(0)

0(0)

717(819)

630(777)

538(676)

509(607.5)

資 源 35(35) 141(86) 21(22) 14(13) 40.0(37.1) 0(0) 618(758) 475.2(602)

工 業 化 学 50(50) 145(126) 37(43) 13(7》 26。0(i4。0)ノ 0(0) 652(812) 503(687)

建 築 90(90) 495(234) 71(63) 19(27) 21.1(30.0) 0(1) 644(807) 533(642)

燃 料 化 学 55(30) 173(82) 41(18) 14(12) 25.5(40.0) 0(0) 650(811) 5!9(637)

化 学 工 学 40(40) 125(10D 25(32) 15(8) 37.5(2G.0) 0(0) 616(785) 514(648)

高 分 子■
航 空

40(40)

20(20)

154(114)

199(83)

35(29)

12(19)

5(11)

8(1》

12.5(27.5)

40.0(5.0>

0(0)

o旋o)

614(770)

645(748》

520(640》

542(644)

数 理 工 学 40(40) 144(98) 32(29) 8(11) 20.0(27.5) 0(0) 621(772) 540(681)

原 子 核 20(20) 97(95) 17(18) 3(2) 15.0(10.0) 0(0) 664(755) 546(698)

合 成 40(40) !25(103) 26(31) !4(9) 35.0(22.5) 0(0) 633(819) 518(698)

計 2,402(2,308) 9,211(7,607) 8,479(6,946) 3.5(2.9) 1,564G.536) 838(792) 33.0(34.1) !24(!09) 809(84葦) 475.2(558)
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の
　
　
へ
　
ぬ
ば
お

轡
を
講
じ
て
、
そ
の
物
静
か
な
話
し
ぶ
り

は
学
生
の
間
で
も
好
諦
で
あ
る
。

i最
近
の
仕
事
は
?

原
論
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
壊
論
』

お
い
て
重
要
な
の
は
、
そ
の根

本
に
あ
る
も
の
を
き
わ
め
る、

いわ
ぱ
物
の
見
方
と
い
う
こと

で
す
ね
。

今
度
は
経
済
研
究
所
の
所
長
と
い

う
、
な
か
な
か
骨
の
折
れ
る
ポ
ス

ト
を
引
き
受
け
た
。

l
A,後
の
活
勤
に
関
す
る
抱
負
は

?本
来
の
目
的
は
、
日
本
の
経
済
構

=,

,二
一=

胴一=一

曽
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橋

大
と
か
阪
大
の

て
れ
な
と
と
の
接
触
を
多
く
し
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す

ー
学
部
と
の
関
係
に
対
し
て
は
?

も
と
も
と
学
部
の
附
属
施
設

と
し
て
允
足

し
た
も

の

で
は

な
'＼

学
部
と
は
対
等
の
関
係
に
あ
る
ん
て
す
。

て
う
い
り

年
も
、と
いう
線か
ら
考
え
て
、
こ
の

現
役
有
利
の傾
向
は
ここ
当
分
続
く
も

の
と
考
え
ら
れ、
浪恐

よ
う
と
す
る

者
は
、
よ
ほ
ど
の
覚悟
を
す
る
こ
と
が

必
要
だ
ろ
う
。

ま
た
、
女
子
学
生
の
数
は
一二四
人

で
昨
年
よ
り
十
五
人
増
加
して
いる
が

中
で
も
、
薬
学
部
で
は
三
士
五
人
(合

格
者
八
〇
人
)
で
六
人
の
増
加
、
法

学
部
で
も
八
人
と
昨
年よ
り
五
人も
増

加
し
て
い
る
の
が
め
ざま
し
い。
一方

昨
年
十
二
人
の
女
子
学
生
を
誇
った

(?
)
教
育
学
部
で
七
人
と五
人
も
減

少
し
た
の
が
目
立
つ
。

合
格
者
の
高
校
別
人
数
を
み
る
と
.

大
阪
の
進
出
が
目
立
ち
(四
七
九
人
)

上
位
三
校
を
大
阪
勢
(北
野
、
大
阪、

大
手
前
)
が
独
占
し『
地
元
で
は、
わ

ず
か
に
洛
星
が
四
位
に
く
い
こ
ん
で、

面
目
を
保
っ
た
に
留
ま
っ
た
。
そ
の他

で
は
、
あ
ま
り
変
勤
が
み
ら
れ
ず
、
上

位
二
十
校
の
顔
ぶ
れ
は
ほ
と
んど
昨年

と
か
わ
っ
て
い
な
い
.

◇応鵜i資格

◇枚 敗
◇縛 切 日
◇発 表
◇賞 血
◇送 り先 京都市左京区吉田京大構内、京都大学新

聞社小説係、(原稿には、住所、氏名、
大掌名、学部、学年、年令を明紀のこと⊃

なお、版糧は本社に刷します.原稿はお返ししませ
ん

●●鵠…
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ー
話
は
変
わ
り
ま
す
か
、
最
近
の
'↑
生
に
つ
い
て
お
感
し
に
な

る
こ
と
は
?

戦
中
、
戦
後
の
激
動
期
に
弓
ま
れ
た
脅
の
学
生
は
、
大
き
な

変
動
の
渦
の
中
て
常
に
変
化
し
て
い
る
と
思
う
ん

で
す
。
そ

れ

距
.
rη
層

の
分
極
化
な
と
に
も
衣
わ
れ
て
い
る
わ
け

で
、

りこ
の
型
に
は
ま
ら
な
い
姿
に
固

他
大
学
と
の
接
触
を
追
求

経
済
研
所
長
に
就
任
し
た

造
に
関す
る研

究
と
"
随と
い

う
こ
とな
ん
で

そ
れ
を
囲・に
晩

し
涯
め
る
た
め

に
、
他
の
研究

所
、
例
え
竺

一

一
雪

改
か

り
、

字
翫
と
は
℃
き
る
π
け
協
刀
し
て
研
究
を
進
め
た

い
と
思
い
ま
す

か
ノ
ダ
し
も

}
霞
し
た
見
解
ろ
持

っ
払
要
は

た
い

ん
し

ヤ
鳳
い
で
す
か
、

経
済
眠
ゐ
と
経
涜
研
梶
所
の
同
の
,

、
.
二
ヶ
ー
ノ
τ
ン
の
思

さ
は
、
今
ま
で
入
き
な
門
題
で
あ
,
た
。
学
部
レ
、
研
究

航
髭

が
相
次
い
で
交
代
し
た
現
白
、
尺
橋
1

-5
山
の
新
,
ン
ビ
に
け

せ
る
川

り
.、大
さ
い
。
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【哲
学
】
薮
木
栄
夫
為石
橋
捷
治
、

山
形
頼
洋
、
林
隆
(以
上
京
大文
学
部

哲
学
)
川
上
忠
行
(千
葉
大
文
理
学部

自
然
学
科
物
理
学
)

【倫
理学
】
谷

□
忠
顕
(九
大
文
学
部
哲
学
科
倫
理

学
)

【中
国
哲
学
史
】
岡
谷
知子

(京
大
文
学
部
申
国
哲
学
史
)

【印

度
哲
学
史
】
井
狩
弥
介
(京
大
文
学
部

印
度
哲
学
史
)

【西
洋
哲
学
史
】
長

谷
川
博
幸
、
長
倉
久
子
、
田
中
邦
夫
、

今
林
万
里
子
、
鉾
之
原
善
章
(以
上
京

大
文
学
部
西
洋
哲
学
史
)
尾
畑
美
智
子

(奈
良
女
子
大
文
掌
部
社
会
学
科
)
田

中
敦
、
三
鼓
春
子
(以
上
国
際
準
督教

大教
養
学
部
人
文
科
学
料
歯
学
)
【泉

教
学
】
伊
藤
千
章
(早
大
第
一文
学
部

史
学
科
西
洋
史
)

P仏
教
学
】
柞
紹

隆
(京大
文
学
部
仏
教
学
)

【甚

督教
学
】
大
島
征
二
(国
際
基
督
教
大

教
養
学
都人
文
科
宗
教
)

【心
理

学
】
林
立
夫
、
岡
本
和
子
、
北
出
修

平
、
牧
野
英
典、
草
野
洋
一、
長
谷
川

武
、
山
本俊
暦
(以上
京
大
文
学
部
心

理
学
)
多
田
順子
(奈
艮女
、+大
文
学

部
教
育
科
教
育
学)

【社
会
学
】
中

野
正
人
、
鈴
木
正
仁、
岩崎
信
彦
、
高

轟
躯簸

縫
耀
会影

語
学
科
)

【美
学
葵
術
史
】太
田孝

彦
、
太
田
喬
夫
(以
レ
暴
大
文
学
部美

一学
科
術
史
)
堀
月
子
(榮京
芸
大
畜
楽

学
芙
岬
糾
薔
楽
宇
)

【国
史
学
】
瓜

川
和
秀
(夙
大文
宰国
部
更
掌
)

【東

岸
史
学
】
島
居
一康
、
斉
藤
淑
イ
、

=

■=

一

弾

冒

L

て
、
な

か
な

か
、
剖
解
あ
る
」
爵
51
、
こ
こ

い
り
か
、

凡

ぐ
の
あ
る
旧
、因
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
趣
昧
は
こ
れ
と
い

っ

て

な
い
が
、
輿
い
て
揚
け
れ
は
恨
り
と
レ
コ
i
l
譲
貫

＼
ら
い

か
も
、
と

の
こ
と
。
ジ

「
ン
ト
ル
.・
ン
C
あ
る
。

(岡
山
興
出
身
、
五
十

六
歳
)

9:一

㌣
的
な
批
判
を
加
え
る
こ
とは

問
題
て
す
。
ま
た
、
宰
生
の
濫

這
な
と
と
窃
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
か、
.てれ
も
社
会
の
向
上

と
み
て
い
い
ん
し
ゃ
な
い
で
す

か
。
てれ
よ
め
も
問
題
は
、
て

の
-、1に
対
し
て
、
よ
い
教
帥

が
レ
な
いこ
と
」し
ょ
つ。

臼'近
風
埼り
の慮
い
.～、1
に
対
し

字
生
に

=

噛[
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移
貞
幸
隔
重
松
伸
司
馬
中
島
慎
二
郎

(以
上
塩
大
文
学
部
東
洋
史
)
大
谷
敏

夫
(京
都
学
大
第
二
社
会
科
東
洋
史
)

【西
注
史
学
】
大
戸
f
之
、
八
田
生

雄
、
古
林
清
一、
吉
村
文
成
、
大
島
昌

子
(以
上
京
大
文
学
部
西
洋
史
)
【地

理
学
】
端
信
行
、
駒
井
正
一
谷
浜

正
一、
千
田
稔
(以
上
京
大
文
学
部
人

文
地
理
学
)
陳
劣
恵
(台
湾
師
範
大
学

文
学
部
史
学
地
理
科
地
理
学
)
【考
古

学
】加
藤
修
(京
大
文
学
部
考
古
学
)

【国
悟
学
国
文
学
】
井
口
洋
、
寺
西
正

文、
下
房
俊
一、
上
野
洋
三
(以
上
京

大文
≠部
国
藷
学
国
文
字
)
漂
井
耐
三

(金
沢大
法
文
学
部
文
学
科
国
語
国
文

字
)岡
本勲
(同
志
社
大
文
字
部
社
会

学
)

【中
国
語
掌
中
国
文
学
】
井
波

復
子、
村上
和
子
、
松
村
貞
治
、
田
村

正
敬
、
松
田
佳子
(以
上
京
大
文
学
部

中
国
語
学
中
国文
学
)
陳
志
誠
(香
港

中
文
大
学
文
学部
中
文
科
)

【鷺
膳

梵
文
学
】
渡
瀬』
之
(京
大
文
学
部
梵

猪
梵
文
学
)

【フ
ラ
ンス
語
学
フ
ラ

ン
ス
文
学
】
藤
井
峯
子
、
早
水
洋
太

郎
、
清
原
東
代
、
鈴
木祥
史、
諸
藤
仁

イ
、
松
島
征
、
馬
場
瑞
代、
田
中
郁

夫
、
松
木
諒
子
(以
上
駅大
文
学
部

フ
、
ラ
ン
ス
譜
学
フ
ラン
ス文
学
)

松
尾
国
彦
(東
東外
大
フ
ラ
ン
ス
語
科
)

【英
語
学
英
米
文
学
】
女
藤
重
治
、
桂

文
子
(以
上
京
κ
文
学
部
英
語
学
英
文

学
)
中
村
紘
一
(京
大
文
学
部
ア
メ
リ

カ
又学
)
田
中
昌
(山
U
大
文
理
学
部

文
字
科
英
米
文
学
)
ぞ
盃
隆
一
(金
沢

左
法
文
学部
文
科
英
文
学
)
水
口
熊

(津
出
塾
人
学
芸
学
部
英
又
料英
文
学
)

勉
泄
裕
.†
(東
京
女
子
人
文
理
字
部
英

米
文
学
科
米文
争
)
木
村
輝
平
(粟
京

教
肯
人
文
学
部文
学
科
庭
謡
学
英
米
文

学
)
【ド
イ
ツ語
ド
イ
ツ
文
学
】
中
埜

力之
、
山
本
雅
昭、
山
下
謙
蔵
、
藤
腺

乃
雄
(以
ナ
泉大
文
字
部
ド
イ
ツ
藷
ド

イ
ツ
文
学
)
中尾
九
妊
(尿大
文
学
部

史
学
科
西
洋
史
)
新
形』
和
(東
鼠外

大
ド
イ
ソ
語
科
)
【言語
学
】
石
田
寿

人
、
山
本
康
イ
(以
ヒ
駅大
文
字
部
口

冶
宴)
島
崎
μ
ウ
、
山
ロ
ヰ
ニ
(以上

人
阪
外
人
「
ン
ゴ
ル
譜
科
)
加
藤浩
二

一
(人
阪
外
人
ペ
ル
ソ
ノ
請
科
)近
藤達

犬
(欠
阪
外
大
英
晒
科
)
北
島
静
江

(関
西
字
院
人
又
字翫
央
く科
)

【イ

タ
リ
ア
語
学
イ
タ
リ
ア
文
学
】
和
気

美
津.」、
野
村
雅
一
(以
i
京
大
文
学

部
イ
タリ
ア文
㌧)
炉
団
和
犬
(東
球

外
尺
イ
ターー
ア
冶
科
)
田
尻
陽
一
(神

戸
外
人
イ
ス
パ
ヒ一ア
面㎜科
)

〈
薬
学

部

〉

薬
学

小
隅マ戊
礁

化野
ーー
レ
虎
山

茂

冨
永
敏
.†
柿
麻有
蓮

緒
力
蝦
泰

木
村
聡
城
郎
松

井
秀
文

金
子
武
稔

高
塚
勝

哉
(以上
東
天
薬
)

十
一元

晴

氷
田充
宏
(以
上
岐
阜
薬

大
)
長
尾
善
光

中
村
薫
竹

(以
上東
京
理
大
)

平
良
全

栄
(穂島
大
)

祢
宣
太
兵
衛

(大
阪薬
大
)

薮
田
昌
子

(神
戸女
子
薬
大
)

製
薬
化
学

田中
洋
和

南
英
男

大

鵬
忠
靖
中
井
賢
治

青
木
保

彦

飛
田修
作

大
西
治
夫

申
野
跡
「
山
岡
尚
志

嶋
林

三
郎
杉
森
健
一
米
勢
政
勝

鵜
飼
新
槍

川西
正
祐

桜
井

弘
(以
上
、尿大
薬
)

三坂
義

治
(酸
阜
楽
大
)
沖
川
正
善

(畏
崎
大
薬
)

れ

コ
ロ

}教
}:
=
三

▽
教
育
学

後
藤
壁

育
学
照

尾
崎
ム
ゲ
ン

営
島茂

田
辺
和
徳

堀
真
一郎

山
野
善
子
(以
よ
原
大
教
育
学部
)
井

上
正
志
(茨
城
大
学
教
育
学
部
)竹
中

輝
雄
(尿都
学
芸
大
学
教
育
学科
)
米

山
弘
(玉
川
大
学
文
学
部
)

▽
教
育
方
法
学

荒
木
功

青
木
恒
弘

塩
見
邦
雄

藤
山
祉
秀

福
島
洋
司

古
川
和
チ

福
田
昌
二

藤
井
凄

松

本
弘
子

吉
野
要

古
川
昌
平
(以
上

京
大
教
脅
≠
部
)
植
村
美
民
(尿
都
字

芸
大
学
学
芸
学
部
)

留
年
者
三
百
三
十
二
人

こ
こ
蚊
ヰ
痢
毎
年教
養
部
留
年者
数

の
記
録
を
更
噺
し
て
い
る
が、
今
年
は

十
九
日
の
進
営
判
定
教
授
会
で、
三
三

二
人
の
大
量
留
年
者
を
出
し
た
。
これ

は
現
二
回
生
二
四
二
五
人
の
実
に
一四

%
に
あ
た
る
。
こ
の
う
ち
五
十
五
人
は

仮
進
で
な
ん
と
か
拾
い
ま
げ
ら
れ
る
が

そ
れ
で
も
二
L
七
人
の
留
年
生
は
全
体

の
一
一%
に
当
る
と
い
う
か
ら
す
さ
ま

じ
い
。

こ
れ
を
学
部
別
に
み
る
と
、
ト
ッ
プ

は
文
学
部
で
七
九
人
、
文
学
部
二
回
生

全体
の三
四
%
と
い
う
高
率
で
あ
る
。

そ
の他
、
教
青
十
二
人
(二
二
%
)
法

五
十
人
(十
八
%
)
経
済
十
五
人
(六

%
)
理
二
三人
(八
%
)
医
十
六
人

(
一九
%
)
瀬
九
人
(一〇
%
)
農
四

四
人
(
一九
%)
工
八
四
人
(一〇

%
)
とな
って
い
る
。

教
授会
で
は
、
現
在
の
教
養
部
の
収

容
能
力
が小
さ
い、
留
年
生
は
成
績
不

振
か
ら
立
ち
曲る
のが
難
し
い
な
ど
の

理
由
で
、
寛
大な
処
置
を
、
と
の
意
見

も
出
た
が
山
下教
養
部
長
は
「留
年
が

勉
強
へ
の
刺
激
にな
る
こ
と
を
期
待
し

一て
、
厳
し
い
処
置
左決
疋し
た
。
」
と

ー

1

,
茎

ち
《

語
って
い
る
。
ま
た
、
奥
田
掌
長
は

「学
生
は
教
養
課
程
の
意
義
を
十
分
に

認
識
し
て
いな
い
。
教
養
部
時
代
は
、

時
間
が
あ
れ
は
〃哲
学
書
"
や
〃文
学

書
"を
読
ん
で、
自
分
で
考
え
る
時
代

だ。
そ
の糟
神
は
自
発
的
に
勉
強
す
る

こ
とで
あ
り
、
自
主
性
を
大
切
に
す
る

の
が
基本
的
な
態
度
だ
。
と
こ
ろ
が
今

龍ロ讐一マは一日にしてならず戦

こ の味 、こ の評 判 も ・・・….

難条乗大

堂
四
三
。

・
・
見

河
河
伏

食
護

蛎融
㌧

理
に
バ
ン
デ

グ
ラ
フ
完
成

京大
理
学
部
に
、
東
大
物
理
学教
室
の

装
置
と
な
ら
ん
で
、
日
本
最
大十
ミ
リ

オ
ン
竃
子
ボ
ル
ト
ま
で
だ
せ
る
バ
ン
・

デ
・ゲ
ラ
フ
が
完
成
し
た
。
こ
の
装
置

は
原.f核
の
構
造
な
ど
を
研
究
す
る
装
一

置
で、
総
工
負
約
一催
二
千
万
円
を
か

け
て
試作
中
だ
った
も
の
で
、
今
月
十

五
日、
十
ミ資
†
ン
躍
F
ボ
ル
ト
を
だ

す
こ
と
に成
功
し
、
四
月
か
ら
止
式
に

実
験
に
使
用
され
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
晃
成
披露
パ
ー
ブ
ィ
ー
が
、
奥
田

総
長
を
はし
め関
係
煮
約
百
血
十
人
を

物
理
争数
至
に
招
い
て、
嬢
大
に
開
か

れ
た
。
各
教
授
の
あ
いさ
つに
の
あ
と

奥
田
総
長
の
旨
頭
で
カ
ンパ
イ
し
、
京

一大
の
核
物
理
争の
呵
退
を徹
福し
た
。

の
学
生
は
、
そ
の
自
主
性
の
意
味
絶
は

き
違
え
て
、
ヒ
マ
が
あ
れ
ば
、
遊
ぶ
ク

セ
が
つ
い
て
い
る
。
」
と
学
生
に
注
意

を
し
て
い
る
。

阪
火
て
も
大
徽
の
留
茸
者
を
出
し
た

よ
う
だ
し
、
大
争彗
の
留
牙
者
薮
の
聞

題
は
こ
こ
し
ば
ら
ノ＼

マス
コ
、、を
賑

わ
す
こ
と
に
な
り
ご
フて
あ
る
。

ア

ル

バ
イ

ト

求

人

は

例

年

な

み

入
誠
も
終り
、
新
入
生
を
迎
え
る
準

備
が
各
ん
面
紀
者
と々
近ん
てh
る
が

下
宿
、
ア
ル
バ
イ
ト
の紹
介
を
取
り
扱

う
厚
生
諏
の
牛
ぬ
持
も
鮒
近は
酒況
想

黒
し
て
い
る
。

下
宿
関
係
晃
は
こ
れ
から
は存
校
生

の
下
宿
紹
介
を
一時
停
止
し
て、
新
入

牛
の
た
め
の
下
宿
の
あ
っ
旋
に
か
を
江

ぐ
所
こ
と
に
な
って
い
る
が
、
下
宿
の

申
し
込
み
数
も
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ

昨
年
並
み
で
係
で
は
現
在
の
下
宿
か
ら

考
え
て
、
決
し
て
楽
観
で
き
る
状
態
で

は
な
い
が
な
ん
と
か
新
入
生
の
層
は
確

保
で
き
る
も
の
と
み
て
い
る
また
下
宿

料
の
方
も
、
ほ
ぱ
昨
年
と
同
じ
程
度

で
、
外
食
で
は
、
六
畳
で
五
千
円
ぐら

い
が
標
準
と
み
ら
れ
る
。

食
事
付
ぎ
で
は
一万
ー
一万
二
手
円

後
が
相
場
で
あ
ろ
う
。

一方
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
も
、
こ
れ
が

ら
は
例
年
,
家
庭
教
師
な
ど
の求
人
申

し
込
み
が
増
え
る
の
だ
が
㍗今
任も
倒

年
並
み
の
出
足
で
あ
る
。
ア
ル
バ
イ
ト

料
の
方
は
、
学
生
数
即
ち
供
給
者
数
と

と
、
需
要
数
の
関
係
か
ら
、
他
の
大
都

市
と
較
べ
て
か
な
り
低
く
、
平
均
は
六

手
円
に
満
た
な
い
も
の
と
み
ら
れ
る
。

"
就
職
先

の
決

っ

曲

隔
た
人

々

(響
)

教

育

学

部

▽
ハー
マ製
作
所

小
林
一

▽
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

佐
藤
喜
子

光▽
毎
日
新
聞
社

田
中
章

▽栃
木
県
立
高
校

石
原
宝
作

▽エー里
総
合
児
童
相
談
所

小
原
美
子

▽京
大
付
属
図
書
館

音
瀬
美
年
子

▽日
本
図
書
文
化
協
会

北
岡
晶

▽東
海銀
行

倉
貫
芙
紀

▽早
川
電
機

長
沼
善
明

▽
京
大事
務
局

目
高
弦
一郎

▽中
高
商
業
高
校

宝
月
誠

▽
京
都
府
警
山
上
繁
治

盈壁

りf
▼
入
学試
験
に
父
兄

が
同
伴し
て
く
る
の

は
、も
うめ
ずら
し

く
も
な
くな
った
が

あ
ま
り
見
よ
いも
の

で
は
な
い
。
ま
る
で
幼稚
園
の
生徒
じ

ゃ
な
い
か
と
言
わ
れ
な
が
らも
、
父兄

の
数
は
減
る
ど
こ
ろ
か、
年
を追
う
ご

と
に
増
え
つ
つ
あ
る
よ
うな
気
が
す
る

が
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。岡
じ

同
炸
で
も
、
恋
人
を
エ
ス
コ
ート
ず
る

男
の
子
な
ら
ま
だ
し
も
気
がき
いて
い

る
と
い
う
も
の
だ
▼
雨
に
た
たら
れ
た

今
年
の
試
験
て
は
あ
っ
たが
、
雨
ニ
モ

マ
ケ
ズ
父
兄
は
受
験
生
以
上
に
緊張
し

て
層
チ
や
娘
の
出
来
を
案
じ、
も
しよ

く
出
来
た
と
ドロえ
は
誉
め
て
やろ
う、

出
来
が
悪
け
れ
は
、
落
胆
し
な
く
ても

い
い
と
昌
っ
て
や
ろ
う
と
、
心
の
準
備

を
し
な
が
b三
々
五
々
学
内
に
た
むろ

し
て
い
る
様
を
見
る
と
、
親
と
は
実
に

心
痛
な
も
の
だ
と
思
っ
た
こ
と
で
ある

▼
と
こ
ろ
で
父
兄
の
内
で
(こ
の
単
語

は
日
本
の
対
建
遺
制
の
名
残
り
で
あ
る

/
そ
れ
故
以
下
の
爵
譜
上
の
矛
盾
は
許

し
て
い
た
だ
き
た
い
)
、
同
伴
者
は
母

親
の方
が
多
い
の
だ
ろ
う
か
。
ち
ょ
っ

と
考
λて
み
る
と
、
〃教
育
マ
マ
"
な

ど
と
凸う
自藁
も
あ
る
の
だ
か
ら
母
親

の
カが
断
然
多
いだ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

が、
案外
.てう
て
も
な
い
。
ほ
ぽ
男
女

同
鍍
紀あ
る
。
こ
れ
は
社
会
心
理
学
的

な
嫡向
哲
の問
題
と
い
つよ
り
も
、
む

し
ろ
確
革
の問
題
に
近
いだ
う
つ▼
〃

教
甫
マ
マ
"と
り
つ
.口藁
が
出
て
き
た

が
、ジ
ャ
ー
ナリ
ズ
ム
の効
用
て
、
こ

れ
が
届
く
ゆ趣.Gわ
た
り
、
同
伴
者
の
父

兄
は
ど
け
ー
,
ゾ
こ
こを
気
に
し
て
い

る
と
も
りつ
。
じ
ゃ
あ
一諸
にこ
な
け

⇔
や
い
い
の
た
か
、
や
は
n.ー供
のこ

と
が
心
配
兀
。
こも
〃
教
肖
.、・、"視

さ
れ
る
の
は
愉
快
じ
ゃ
な
い。
イ
ヤ
イ

ヤ
実
に
ノ
変
な
こ
と
て
す
▼
ズ
か
かく

醒ロノ僕
ら
も
二
、
三
年
前
の
気ーご.つは

同
し
よ
つに
戦
々
競
々
と
し
て
い
たも

の
九
。
忙
た
ち
暴入
新
聞
か
取
の
披
♪

た
含
古
通
矧
刑晒終
に
、
田
唐
W白
灼
瓜

の
い
か
.㌧も
甘
調
た
く親
り
し
い
人
力

婁
剣
弓面
衙
ち
＼
紺
人
繁
項
を
尋
a
た

り
す
勾の
に
出
へ幽つ
と
、
あ
あ
'
れ
か

〃H
本
のオ
ヤ
・ソ"
さ
ん
た
な
二
なと

し
、
同
時
に
、
彼
と
盈
の
U
.ーろ
口し

め
て
い.勾現
代
の
夢
験
制
度
の
弊
占
に

改
め
て
憤
の
を
嘆
じ
た
こ
と
て
あ
る
。

大阪市天王寺区南河堀町111番地

アベ ノYMCA学 院(電)771-8306

忍耐 は錬達を生み出し患難 は忍耐を生み出し、

大阪市西区江戸堀北通2丁 目12購番

大 阪YMCA大 学予備校(電)441→892

ローマ人への手紙)錬達は希望を生み出す ことを知っている。(聖書

願 書受 付 中

3月26目(土)

4月2日(土)

4月7日(木)

昼 間 全 科 目

テス ト
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ブ
ン
ト崩
壊
への
兆
し
が
み
ら
れ
始
め
た

六
二
鎮
当時
「春
者
の
論
理
」
は
、
曰く

〃学
生週
跡
4日
く
〃金
躍
"仲
間
"
〃恋

愛
4
…
…
の行
動
目
的
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ

ブ
に
よ
って
と
ら
ん
ら
れ
た
。
い
ま
、
「着

者
の
齢運
」
を
〃再
脱
"
す
る
た
め
に
「教

養
部
」と
い
う
制
度
を
分
類
軸
に
淡ぼ
う
と

い
う
位
相
に
,心
情
主
義
者
の
中
に
生
じ
て

く
る
も
のな
の
で
あ
ろ
う
。
「論
理
」が
「理

蘭
」
と異
な
る
慧
味
に
解
さ
れ
る
べき
こ
と

が
自
明
であ
れ
ば
「馳
理
」
と
は
生
活
実
態

か
ら
理
諭
へ
の
合

議
講

心

心
衡
主麟
者
が
奇

妙
に
同唐
し
て
い

る
位
相
の中
で
は

こ
の
よ
う
な
「験

理
」
は鎗
綜
し
き
って
い
る
。

昨
年、
同
学
会
の
政
糎
交
代
直
前
に
、
⊥

流
派
は教
養
部
掌
生
の
意
識
鯛
査
を
行な
っ

た
が
"そ
れは
被
ら
が
「教
獲
部
の
学
生
の

潔
灘
状
憩
を
も
は
や
は
握
で
き
な
く
な
っ

た
」
ため
だ
った
.
安
保
後
掌
生
層
の
慧
識

変
質
は
マス
・
コミ
ニ
ュケ
ー
シ
ョ
ン
大
衆

社
会
化状
況
去
々
と
躇
り
始
め
ら
れ
た
の
は

古
い
ζと
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
分
析
は
い
っ

こ
う
に有
効
性
を
持
ち
は
し
な
か
っ
た
。

「理
諭」
が
「諭
理
」
保
証
す
る
わ
け
で
も
゜

な
いし
、
「胎
理
」
が
「理
齢
」
を傑
証
す

る
わ
けで
も
な
い
状
況
に
入
り
始
め
て
い

る
。
丸
山翼
男
氏
の
い
う
「た
こ
つ
ぼ
」
と

は
こ
のよ
う
な状
況
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

しか
し、
突
存
の
次
元
は
唯
一し
か
な
い
。

い
わゆ
る
「思
想
相
対
化
蒔
代
」
の
混
迷

は
、教
獲
部
の
中
に
そ
の
典
型
を
み
る
ζ
と

竃暫一=
一一一3=一一一3,=一

冨
一=
一一一一=:
=
噂一竃
;=三
一零
一=
騨=一糟=
■一≡
一=;
一囎一■一一壽
=一二二
冒"闇,:
一二
一;器
一=
冒;
■;ニニ
=,一一=
≡
=一
二;
言曽≡
}一胃酬一三
;曽一鱒一≡
;
冒=
一窩
=胃嘘=

が

で
き
る
。
渡

辺
一
衛
氏
に
よ

の

ぞ

、

「學

く

は
で
き
な
い
が

マ
ル
ク
ス
を
腺

書
で
読
ん
で
み

た
り
も
し
、
求
道
壱
的
姿
勢
を
持
つ
」
と
さ

れ
た
新
瓦
駕
爵
年
像
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
権

威
失
竪
の
戦
後
思
想
黒
の
中
に
生
じ
た
新
左

翼
学
生
運
動
と
.て
の
混
迷

}璽

た
と
え
ば
目

高
六
郎
氏
は
次

ぎ
の
よ
う

に
ま
と
め
て
み
せ

る
。新

先
翼
の
思
想
的
〈
自
立
札

〉
は

二
露
性

を
も
つ
。
そ
れ
は

一
方
で
は

一
元
的
た
こ

つ
ぼ
か
り
の
解
放
.駕
め
ざ
し
た
も

の
で
あ

っ
た
け
れ
ど
も
、
他
方
思
想
的
〈
自
立

〉

そ
れ
自
体
が
、
"て
れ
そ
れ
の
自

立

く
組

=一讐=一一一・一一一==冒二二一==回;=冨一=一,=;=一3一一==麗==3一一==一二
9一二
===};一

る
。
」
ブ
ン
ド
が
日
共
を
拒
否
し
た
とき
、

民
酎

同
時
に
この
枕
格
を
も
矩
否
し
た
の
か
ど
.つ

い
。

か
は興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
。
と
も
か
兎

昨隼
の十
一月
祭
で
は
、
主
流
派
の
一活勤

デ
ィ

家
M君
は
、
「文
学
に
政
治
が
介
入ず
る
の

ら
れ

は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
」
と
コ
張し
て
い

る
。

か

日
高
氏
が
上
の
部
分
に
続
け
て
、
思
想
の

ら
の

〃た
こ
つぱ
"
状
態
を
抜
け
出
す
の
は
「下

な
い

か
ら
生活
を
論
理
化
す
る
こ
と
か
ら始
め
る

わ
れ

べ
きだ
.
」
と
い
う
と
き
、
氏
は
マ
ル
ク
ス

て
、

牢
謡
の櫓
威
失
墜
に
"た
こ
つ
ぽ
化
"
の
陳

と
先

因
をみ
な
か
ら
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ

で
以

て規
制
さ
恥る
慧
味
を
見
落
し
て
い
る
。
統

育
11

「派
の十
一月
祭
テ
ー
マに
対
し
て
、
「私

げ
た

達
の
肉体
の叫
び
」
(主
流
派
立
持
の
投
書

の
甲

がら
)
を
挙
げ
る
の
は
勝
手
だ
が
、
こ
こ
で

こ

情
的
な
"
反
民
青
"

"思
想
相
対
化
時
代
4の
混
迷

織
〉
と
同
一化
す
る
こ
とで
、
主
槻
的
に

は
一
兀的
た
こ
っ
ぱ
の
再
生躍
へ
客
槻
的

に
は
多
兀的
た
こ
っ
ば
の併
.無
と
い
つ

形
を
披
け
出
さ
な
か
っ
た
。し
か
も
困
谷

的
に
は
、
}方
の
極
には
、
図
式
的
な
科

栄
主
義
、
他
刀
の
極
には
、
独
囲的
な
文

卑
主
義
へ
と
分
極化
した
.
(週
刊
読
普

人
「思
想
相
対
化
年
時代
の背
像
」
)

「爵
春
の
蟻
標
」、
奥
治平
の
甲に
も
こ

の
よ
う
な
典
型
を
み
る
こと
が
で
き
る
。
刀

、、=
と
.・ル
ノ
ス
.世仮
は同
時
に
う
け
入
れ

て
い
サ曾
七
し
て
、
恋
人
お
よび
学
生
"大

衆
"
と
の
コ
、、、二
【
〃
ー
ソ
ヨン
に
〃挫

折
"
し
、
"消
耗
卍
し
た
争
伺に
自
殺
し
て

し
ま
う
の
だ
が
、
てれ
は
彼
にと
って
の論

理
獲
碍
の
不
可
能
轟
を
こ
、て
示し
て
いる
の

で
は
な
い
か
。
「機
械
論
的
マ
ル
ク
スヒ
義

は
生
活
の
今
て
の
繊
圓
に
†抄
レ
よう
と
す

は
個
々
の日
常
生
活
論
理
と
の
反
挽
が
ヒ
張

さ
れ
て
いる
ので
は
な
く
、
自
ら
の
同
志
的

集
団
の
甲で
は
機
械
齢
的
マ
ル
ク
ス
i
説
を

も
d容
す
る
"心
情
的
"
(肉
体
的
)
反
溌

が
t張
され
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
彼
一b
に

よ
って
"H
常
生
石
の
論
煙
化
"
が
吋
能
た

と
は
思
え
な
い
。
(B
高
氏
の
ウ
封
す
る
サ

ル
ト
ル
の作
業
の
甲
に
有
効
判
か
感
し
ら
れ

る
のは
、
彼
が
い
わ
ゆ
る
投
企
ー
も、加
の
諭

迎
の
姪
介
と
し
て
〃葉
団
謬
("
サ
ー
ノ

ル
の
論理
を
読
み
と
っ
て
い
る
か
ら
な
の

だ)岡
じ
ー流
派
の
A
君
は
、
ク
ノス
自
m
安

員選
挙
の衆
詞
み
を
し
な
が
ら
、
「こ
う
し

て
みる
と
上流
派
シ
ン
パ
は
懐
短派
な
ん

だ
」と
いう
。
懐
疑
と
は
、
思
考
の
エ
ホ
ケ

ー
状
懇を
笑
存
の
次
兀に
据
え
る
こ
と
だ
と

思
う
。
だと
す
れ
は
彼
ら
に
と
っ
て
の
反

奇Sだ
っ

し
か

ーー寸
さ
れ

ム
」

よ
う

る
形

理
」

=置
三
=三
;
甲3
…
3雪…
,魑二三
■≡
;
一;
,=
,三

昌==
=
;三
=
;
三
三
二
;
炉・三
≡

-三
…
…
…

脚≡
=
三
…
=
二
乙二
=≡
二
冨
=…
雪
噛二
三
=
;二
■…
三
§
三

三
=…
=
噂…
三

需§

三
噂…

一=
三
三
3竃
…

へ立
)

=
曹;
τ;
享

〃晦
物
叉
観
マ
ン
/

妙
な途
惑
い
を

氏
の
セ
ン
ス
の
乏

ット
し
た
の
は
、
こ
八

た
だ
う
つ。
マ

〃論
硬
"
分
析
燈
求
"

し
、
こ
れ
ら
は

き
て
い
る
。
作

に
「
マー
ジ
ャ
ン
は

た
現
代
社
参

で
あ
り
、
政
沿

な
状
況
で
あ
る

用
ずる
ま
で
も
な
宝

寄
に
よ
っ
て
、

の
現
状
は
ゾ
レ

の
、」あ
る
。

数養部学生

宇生
が
「工
流
派
は
僕

ノし
も
汲
み
上
げ
て
く
れ

}を
聞
いた
と
き
、
わ
れ

犀
達
の
集り
で
あ
る
民

"の
まわ
り
牢義
」
を
掲

"大
衆
"
の
自覚
的な
生

活
論
運
の
存
征
を

申
張
レ
よ
つ
と
い

う
わ
け
で
は
な

い
。
マ
ージ
ャン

・や
マ
ン
ガ
の流
行

冷我
々
は
社
会心

理
争
的
に
し
か分

析
で
き
な
い。

"
と
い
う
請
感
に
は

感
じ
る
だ
ろづ
。
S
・

し
い
マ
ン
ガ
が
コ
、、、

の
よ
う
な
状
況
ゆ
え

・ン
ガ
と
マ
ージ
マン
に

め
.りわ
け
で
はな
い。

あま
り
に状
況
を
象
鍼

田
氏
の指
摘
す
る
よ
う

Pあ
まり
に
状
況
に
拘
釆

」の
逃
鼠
のメ
カ
ニズ

旧11心
塙
集
団
が
L
述
め

な
ら
は、
フ
レ
ムを
引

工流
派
自
身
の用
い

教養
都
の
「負者
の論

ソ
ア
.ソ
ズ
ム状
感
な

学
生
〃大
衆
"に
と
って
工廊
派
は
"
ン

カ
ル
な機
械諭
的
性
格
を
の
み
読
み
と

、
心
情
的
迷帯
の
方は
〃よ
流
派
の
同

志
的
績
台
の
シ
ン
ポ
ルと
し
か
,鵡み
と
ら
れ

な
か
っ
た
。
一人
の

日
畠
論
理
を少
レ
も

。
」
と
占
う
の

は
衛
妙
に
感じ
る
だろ
う
か
。
こう
し

機
械
諭
的
マ
ル
ク
ス主
漉
を桶
威
主
義

験
伯
に
支
持
さ
れ
たオ
ポ
ナ
ユ隔.ミズ
ム

て
、
陽
気
な
膏

統
一派
が
「身

レ達

彼
等
は
谷
易
に
噌生
〃大
衆
4

に
滲
透
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
で
、
学
生
〃

と=は皇

心 ≡
椴 三
に ≡

依 ≡処

三す ≡

る ≡の ≡

で ≡し ≡

か ≡な ≡

『

そ
の
後
の
経
過

(③
陥鋸
鑛
灘
務
騨

三
週
間余
り
が
経
雌
し
た
。
大
学
当
局

の
循
た
る
入
学
蹴
験
は
憩
無
く
終
っ

た
。
先月
の
二十
七
日
に
は
武
盛
機
動

隊
が
掌
剛
から
ての
乱
闘
服
姿
を
消
し

た
。
一一二月
七
日に
は
学
園
ロ
ソク
ア
ウ

ト
は
解
除
され
、
県
稲
田
の
大
学
は
表

面
上
平
静
に炭
った
よ
う
に
見
え
る
.

学
園
を
追わ
れ
た
学
生
た
ち
は
二
月

末
い
ら
い早
稲
田
局
辺
の
鶴
巻
公
輿

箱
根
山為
さ
ら
に
は
法
政
大
学
明
治
大

学
な
ど
で
抗議
集
会
を
開
い
た
。
し
か

k

権
力は
そ
れ
を
も
弾
圧
し
続
け

た
。
新
大
久保
駅
や
高
田
厚
場
駅
へ
向

っ
て
のデ
モ
は樵
動
隊
に
よ
って
分
製

さ
せ
ら
れ、
数
人の
掌
生
が
拉
蚊
さ
れ

た
。
阜
大
当
局は
法
政
大
学
で
集
会
を

開
い
て
い
る学
生を
見
て
同
大
学
に
対

し
て
、
「学
生
を甘
や
か
し
て
は
い
け

な
い
。
警
宮
の
出動
を
要
講
す
る
よ

う
」
示
唆
し
た
と
いわ
れ
て
い
る
。

(法
政
大
学
は
警
冒
出動
要
請
は
し
な

か
った
)

三
月
七
日
の
朝、
ロ
ソク
ア
ウ
ト
を

二
週
間
ぷ
り
で
解
かれ
た
阜
稲
田
の
本

部
前
に
は
「学
内
の平
穏
を
保
つ
た
め

」
と
称
し
て
六
日
付
の学
生
に
対
す
る

大
学
当
局
の
告
示が
自分
の
学
園
に
戻

った
学
生
を
迎
え
るよ
う
に
立
って
い

た
。
コ
、
構
内
で
の集
会
、
示
威
還

動
を
禁
止
す
る
。
暢、
拡
声
器
を
使
用

し
て
の連
続
免飼
行
為
は
禁
止
す
る
。

一、
構
内
外
で
の
寝
泊
り
、
机
椅
子
類

の持
出し
は
蒙
止
す
る
。
」

(　時く
)
麗

騨

瀧

嫉

瀦

入
と
いう
剣を
三
た
ひ
使
用
廷

。
零

月
十
三
日、
本
部
前
で
集
会
を
開
の
て

い
た
共
闘会
議
に
対
し
、
機
助
隊
は
、

遠
抽
状
の
出て
いる
大
口
昭
彦
議
畏
、

福
田
武
志
一文
副
嬰員
畏
(と
も
に
社

肖
同
)を
検束
せ
ん
と
し
た
。
大
学
当

局
は
警
視庁
の敷
向
に
対
し
て
事
前
に

冒
憲
導
入
を
承
認
し

朧
難

徹

二
人
の
不
当
逮
捕で

終
熔
し
た
。
大
学
当

局
は
姦

を
目
ず
か

ら
の
輌
間
に
し
て
い

る
つ
も
り
が、
い
つ

の
ま
に
か
目
分
を
国

家
榴
力
の
幅
聞に
な
り
さげ
て
し
凱
っ

て
い
た
。

士
ハ濫
朝
、昆
貯
の根
城
で
あ
る
教

育
掌
協
で
は
大学
側
の反
攻
が
字
生
の

前
に
姿
を
と
って
現
れ
た
。
六
日
夜
の

記
者
会
見
で
大浜
総
熊
村
井
常
仕
理

事
が
発
表
し
た
大掌
の巻
さ
以
し
作
戦

の
橋
頭
爆
を
築
こう
と
策
し
た
の
だ
っ

た
。
学
費
値
上
げ
の唐
確
醜
、
今
後
の

0
号
を
突
破し
た
革
マル
糸
の
雄
紙

「早
稲
大
学新
聞
」
自
称
甲
道
の
「早

稲
田
キ
ャン
パ
ス
」
「ガ
ー
デ
ィ
ア

ン
」
等
四
万
近
い学
生
を
抱
え
た
単
大

の
省
諭
機
圃
へ
の牽
制
策
と
し
て
大
学

当
局
は
週
刊新
聞
「早
稲
出
」
な
る
も

の
彦
アソ
チ
上
げた
。
十
九
日
に
は
、

は
や
く
も
、
「早
大騒
動
特
集
号
」
と

銘
う
っ
て
創
刊
号
を
出す
と
い
う
。
年

学
当局
の
反勤
攻
勢
に
対
し
て
は
個
人

の
逡
巡や
、
民
冑
の教
職
以
との
撮
携

に
よ
る
大
衆
闘
螢と
い
う
英
名
は
何
の

還
動
をも
起
せな
い
こと
を
銘
記
す
べ

き
だ
ろ
う
。
大
学
当局
は
「思
った
よ

り
」
強
攻
な
の
であ
る
。

二
、
今
後
の
展
銀

(O

)
翻
難
厳

輝

繍

舗

い
。
況
ん
や
プ
ル
新
が面
白
半
分に
い

う
よ
う
な
「人
生
劇
場
現
代簾
」な
ん

か
で
は
な
い
。
大
掌当
局
目く
「
一都

学
生
の
大
暴
れ
"
騒
動
」
でも
な
いし

ブ
ル
新
U
く
「理
事
と
ア部
学
生
の
争

い
。
良
識
あ
る
一般
学
生
は
何
を
し
て

い
る
の
か
」
(果
し
て
一般
掌
生
と
い

う
学
生
が
い
る
の
だ
つつ
か
)
で
はな

い
。

学

生
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闘

争
方

針

を

模
索

大

学

"御
用
新

閃

徹
底
的
な
当
局
の
弾
圧

方針
と
大学
の自
治
、
学
園
の
将
米
の

ビ
ジ
ョン
を学
部
別
に
学
生
に
発
表
す

る
端
鰭
を作
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
、

臆
面も
なく
「大
学
の
闘
治
」な
ど
と
喋

喋
と
し
て
いる
当局
に
誰
が
つ
い
て
い

け
る
だろ
うか
。
定
刻
を
過
ぎ
て
も
学

生は
集
らな
か
った
。
職
員
の
奔
走
で

「学
囲
民
主
化
」を
唱
え
る
民
鳶
派
の

学
生
が
一〇
〇
人程
集
った
の
は
定
刻

を
一時
聞
以
上
もオ
ーバ
ーし
て
か
ら

だ
っ
た
。

(　工く

)
ま粥

醜磯

糊

課

㏄

問
予
算
五
白
万
円、
タ
ブ
ロイ
ド
判
、

購
.溺料
無
料
斗年
三
回は
郷
里
の父
兄

へ
郵
込
と
念
の
入
り
よ.つに
は
君
美
と

と
も
に
、
あ
旗
り
の悪
縣さ
に
闘
筋
が

ゾ
ソ
と
す
る
。
学生
が
こ
の
御用
新
聞

の
購
読
を
拒
西
す
る
だけ
では
解
決
し

な
い
。
御
用
新
聞
の
誕生
は
必
然
的
に

補
助
金
打
ち
切
り
更
に
独
立
採
算
制

の
「早
稲
田
大
字新
聞」
に対
し
て
は

広
告
収
入
に
大
き
な
被
署を
も
た
ら
す

か
ら
だ
。
阜
稲
田
には
集
会
、績
社
の

自
由
も
.凶論
、
思
想
の
自
由も
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の大

も
刊
行

向
え
て
い
る
。
激
し
く
冨
繰
と
闘
っ
た

字生
の
あ
る
も
のは
獄
窓
に
、
あ
る
も

の
は
郷
果
で
技
れ
た
体
を
癒
し
、
あ
る

も
のは
ま
だ
醜
め
ぬ
闘
争
の
興
倫
に
激

諭
を
交
し
て
い
る
。
麗
面
士
平
静
に
見

え
て
い
る
大
学
も
囚
外
で
微
動
は
絶
え

な
い
。
七
れ
が
宇
生
達
の
新
し
い
還
動

への
胎
動
な
の
か
、
そ
れ
と
も
大
学
当

局
の
日
増
し
に
増
す
反
動
の
徴
候
な
の

だ
う
つか
。
現
在
の
時
点
で
は
大
掌
当

局
の
幅
勢
の
先
取
り
が
普
々
と
進
ん
で

い
る
と
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
一月前

の
一連
の
闘
争
が
大
学
と
字
生
の
勢
力

の
力
字
的
構
造
の
発
展
、
小
戦
争
的
工

ス
カ
レ
ー
シ
ョン
の
申
で
、
学
生
は
既

成
嶺
笑
の
積
み
皿
ね
、
方
針
の
狭
小
化

と
と
も
に
袋
小
路
に
晩
人
っ
た
。
そ
れ

は
大
掌
側
の
陥
算
で
も
あ
っ
た
。
明
日

の
方
針
は
決
ま
っ
て
も
、
大
学
の
理

念
、
還
吻
方
向
の
理
念
の
先
取
り
が
で

き
な
か
った
。
本
部
占
拠
は
あ
く
ま
で

固
持
す
べ
き
で
あ
った
。
本
部
占
拠
は

あ
の
時
点
で
決
し
て
戦
術
で
は
あ
り
え

な
い
。
闘
離の
究
桃
冒
標
で
あ
っ
た
は

蓬(働
)瀟謁
灘
醗
鋼
鴇

鰯縦 の凄癬驚
コンパ、ご宴会に、気軽に御利
用下さい。 竜大将軍、自慢の味
と値段で学生諸君のおいでをお
待ちしています。

和食・洋食・中華料理

火將軍

§

.
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皐大
内
部
に
お
け
る
理
事
と
教
授
の

分
断、
理
邸内
部
に
お
け
る
教
学
理
事

と
経
冨
理事
の闘
争
は
皐
大
一校
だ
け

でな
く
金
私立
大
学
の問
題
で
あ
る
。

今
早
稲田
は
教
掌
理
事
が
実
糧
を
握
っ

て
いる
が
、
多
く
の
私
立
大
学
に
見
ら

れ
る
よう
に
財
閥
に
囲
わ
れ
た
ハイ
タ

レ
ン
ト
マン
パ
ワ
ー

の
養
成
に
汲
々
と
な

る
と
い
う
危
恨
は
常

に
あ
る
。
な
か
に
は

経
営
に
素
人
の
教
学

理
都
ら
の
不
手
際
が

今
度
の
事
件
を
慧
起

し
た
と
閥
題
を
歪
曲

化
す
る
論
調
が
見
ら

れ
る
こ
の
頃
で
あ

る
。(幽

)
世
塑

騰

勃
繍

解

硬

虚
脱
感
、
不
毛
感
、
てれ
に
敗
北
纏
を

か
み
し
め
な
が
ら
、
運
動
の
総
拮
と
と

も
に
新
し
い
運
動
方
針
の
再
検
討
を
し

て
い
る
。
こ
こ
に
は
革
マ
ル
と
社
青
同

と
民
両の
対
立
が
顕
然
化
し
て
い
る
。

民
肉
は反
動
理
聯
の
逼
放
要
求
、
国
距

補
助
増大
、
教
職
員
と
の
提
携
に
よ
る

大
衆
闘
争
をス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
い

る
。
大衆
闘
争
のナ
ン
セ
ン
ス
さ
は
前

述
し
た
が、
反
動
理
箏
.試舟
は
明
ら
か

に
組繊
と体
制
を
見
誤
った
論
理
で
あ

る
。
反
動
理
亭
を追
放
し
て
も
新
し
い

反
動
狸
¥
は
つき
つぎ
と
組
織
の
温
床

の
中
に
肯
っ
て
いく
だ
ろ
う
。
民
爵
は

国
嵐
禰
助
に念
を入
れ
て
「ヒ
モの
つ

か
な
い
」と
付
帯
嚇項
を
付
け
る
が
、

果
し
て
そ
んな
理
憩論
が
こ
の闘
争
で

成
就
し
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れと
も
オ
シ

キ
セ
を
醤
ぷ
丁
稚
にな
り
さ
が
った
の

だ
ろ
一つか
。

革
マ
ル
と
社
爵
同
解
放
派
の対
立
は

闘
魚
後
期
か
ら
顕
然
化
した
が
、
同
じ

共
闘
会
議
内
部
に
あ
っ
ても
、
社
縛同

解
放
派
の
稲
門
会
と
の
ボ
ス交
は革
マ

ル
の
し
は
し
は
糾
弾
す
る
と
ころ
であ

った
。
社
爵
同
解
放
派
は
こ
の
闘
争
を

産
学
協
同
路
線
闘
争
の
甲
に
組
み込
ん

で
戦
っ
た
。
稲
門
会
の
社
会
党
議
員
を

パ
イ
プ
と
す
る
ボ
ス
交
は
革
マ
ル
にと

っ
て
必
然
的
に
大
掌
占
拠
以
来
の
学
生

自
治
の
闘
争
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。

×

×

×

(㈹
晶踊
簾
肺雛
貼駆

こ
と
を
決
定
、
学
生
全
部
に
菓書
に
よ

る
通
知
を
完
了
し
た
。
更
に避
菜式
終

了
後
(恐
ら
く
十
九
日、
二十
U賦
)

学
生
の
処
分
者
を
出
す
こ
と
を発
表
し

た
.
私
製
冒
報
(週
刊新
聞単
稲
田)

の
発
刊
準
禰
も
着
と々
進
ん
で
いる
。

さ
ら
に
学
生
に対
す
る
壊
柔
策
と
し

ご
、
奨
学
金
の拡
大
、
学
生
缶
書
黛
の

払
允
、
学
生
ラウ
ン
ジ
の設
盟
な
ど
の

見
せ
か
け
の
厚
生施
設
発
実
の繰
を打

ち
出
し
て
い
る。

学
生
側
と
して
は
、
試
験
の
馬ポ
イ

コ
ソ
ト
、授
業
料
納
入
阻
止
、
処
分
徹

回
の
運
動
を
組み
始
め
た
。
し
か
k

試
験
の
再ボ
イ
コ
ソト
は
、
共
闘
会
議

の
ア
ク
テ
ィヴ
のほ
と
ん
と
が
拘
留
さ

れ
、
学
生
達
の
一般
的
盛
り
上
り
も
な

い
現
翼

時期
的
に
ほ
と
ん
と
ホ
可
能

で
あ
る
。ま
た、
入
学
金
に
み
りれ
た

よ
う
な
大
学
側
の妊
破

(入
字
金
は

大
学
郷
口
で
は
一切
取扱
わ
ず
、
取
引

銀
行
を
通
し
て納
人
)
に
う
.て
で
る

べ
き
運
勤
戦
術が
欠
除
し
て
い
る
現

在
、
こ
れ
も先
の
見
通
し
は鰭
い。
昨

年
か
ら
の
市
立
高
崎
経済
・入
。3
の私
立

移
智
、
今
月
始
め
の
学
畏
(蘭崎
碗長

の
兼
任
)
軟
禁
問
題
、
吏
に
は
都留
文

科
大
学
、
全
国
の
国
立
学
芸
大
学、
学

芸
学
部
の
改
組
、
多
く
の
私
M
人
字
に

見
ら
れ
る
経
宮
者
の
教
育
へ
の
大轍
介

入
、
全
国
大
掌
の
学
館
間
題
、
教
青
の

自
治
問
題
な
ど
と繕
み
合
せ
て
、
学
生

側
の
強
固
な
学
生
の
目
沿
に
よ
る
大
掌

像
の
理
念
化
を
も
っ
て
戦
わ
な
い
と
、

バ
ラ
バ
ラ
の
闘
魯
に
よ
る
既
臨
嘱
実
の

な
し
く
ず
し
的
な
榴
力
側
の
勝
利
」
終

る
と
い
う
教
訓
を
こ
の
闘
争
は
小唆
し

て
い
る
。

運
勤
目
標
の
再
確
認
、
運
動
体
制
の

再
編
制
な
し
で
は
、
旧
致
脅
脱
レ
な
い

処
分者
徹
回
運
勤
の
失
敗
と
と
も
に
早

稲
田
の鯛
争
は
壌
砥
し
て
し
ま
つ危
機

に
晒
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
(海
)
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1緒 言 三螺 饗 灘 職 濃 欝ε灘 諜 譲 諜 縮 ζr旧繰程きの蹴 どわれわ慨 大恥猫

r
.

まず第一に新課櫛 らは 「平圃の交わり」・ 「ベクトル」・ 「÷ の積分」・ 「嗣 飴 せ」とい・た形が翻 紳 ている・大㈱ 予想通り

であるいは 「順列組合せ」の代りに「複素数」が出るかと考えられた程度でほぼ順当な出題である。 この新課程の問題のうち注意を要するのは ゜

國 と新理コース[旙]の(ii)で 、前者は平面概念に馴れていないと手がつけられない。後者は相当な難問で直角、鈍角三角形を考えた.3
方が楽に行ける.その他の問麗もなかねかにしっかりしたものばかりて、全程セーブして掛らないとあれこれ手をつけてはどれも不完全になる.

つぎに旧謀程コースではやはり回 と[画 が問題であろ」・結局新旧両コースの比較とuごはやや旧課程が楽かと思われるが・それも

新課程の[δ番]の 出来如何い これが楽に斬抜けられたものはかえって新コースの方が有利になる笛てある.

問題別批評 便宣上一括の表示として各対比を行っておく.

1新 理 コ ー ス1新 文 コ ー ス1旧A」 一 ス1旧Bコ ー ス

1 お 藩 轄 騰 縫 務 騨 轡 好と肋 れ臥 ただ㈹ の場舗 醗 を用いて根鮒 理齪/q(M亙 いに素'として稲 鱒

2

,
これも共通問題である、如何にも京大らしくごく基礎的な幾何の段階問題である案取に手聞どるかも知れない、成績としてはやはり艮
好であろう・ただし時間の効果を考えると・[匿 〕、[至葺]の 合計で40点位確保出来輯よ+分で余り時聞を食われないこと芯

3 齪覇麗翻嬰誤懲磐驕無煮添調9蔑繍誘
よ 曳 な い祐 。

2つの場合が出ることに注意。あとの計算は正弦、余弦法則を用

いればよい。成績はイ・良。

4

-

5

考敷 灘 鋸 菱 髪酵 拶 鴇多鰭 編瑠整編 墓 商鑛する
。成楓は誇逆零宅度。 薯糊 獺 磐澱 ・獺 ま3鷺型雛 麟

消去から(羽、v)のゲラフをえがきあとは積分するだけ
、時闘さえ1二トけれ塚匙1解出来る。成績

は相当よいと思われる。

y冒1f(x)1のグラフをえがく時に注意するだけで最も標準的な問

題で成績は良好の苫。新理よりも幾分賜しい。
乏盆)綴 麹 聯 嚢 疑 ㌔
し数密には仲 吟々昧か面倒。厩細は繁りよくない。

6 趨1講瀧藩 聾義謙采
良 。 熱繊 彙簾継

(iの、(m)か 仲 々し ∫強 しへ。 時閥 を 考え て 余 り深 入 の しな い 力

が よ い。 域 融は 新 超1同様不 政 と

思 われ る 。

新文コースに同じ

・入鼠予惣猷験会 第4回[B6]

新理… 国 妙 の形の求積一 正し・計算する必要一 考㈱ 賜 で繰返一 を積ん燗 煙であ為

・実力殿 搬 圓 ・糟選 拠 π(後期)匝 琶]噸 選 瓶(㈱ 國

新文、i日[A5]7=:f(=》1の クラフを0`151の 範囲で凋べる点が量点で、あと積分は至って簡単、これまた最も扱い馴れた間題で、遮合

問題はきりがない程であるかごく代凝例だけ示そう.

・京大クラス茎本ゼミ[25番]
、[圖 ・糊 数皿 ㈹ 國 、[画 ・'㈹ 匝]、 國 、 圃

旧 匡至]は じめの型のグラフのえがき方は、慎置にやること、後半ではk-2,k繭0の 各 で々は鰍 の半分に過不足していることをのべ

あとは図を用いて一2<kく0を 証明すればよい.典型的なグラフの問題で実例も枚挙に暇煎ない●

。 ・懇切な醐!蜘E例 題[聾]、 醐[蜀 、例題[玉 コ ・腿 凱 瓦(謝[璽 」

・ 新理[玉 コ(i・)が 相当手強い閻題だ.こ軸ま鋭角三角形よりも直角、鈍角三角形を考える方がつかみ易い。ただta湖 故と偶数とで点

の臼艇が変ってくる所が厄介である.この租のものは十分対策を講じておいた。

・闘 鯛 拠B〔P舶]・ 騨 星本襯絵(午 後の部沸4回[画 ・入試予鰍 験会 鰻 回 圃

lB[A6](ii)σFC・ ・σ・=2C・、C・=3σ 、、一 、C鵬 漏C、、(働≧・_Dを つかむこと.(iii)は 箔局C、竃0か ふされこれ

よりσ塾=0と なる、やや考え難いかも知れないがじっくり取粗むことである。ζの糎の例風ま次の遠りである。

.覗 鵬 習 血[國 、 圃 ・京大クラス 飢(後 期}[蓬 】

新文・旧[飼(P簡 助 三角形の船 問慰ご中点灘 と磁 法則 ㈹ は3δ<¢<4δきδくα→<訪 を考える

このとき3δ6鋭角になるから α一δ<3δ二ζ(α一8)<ζ3δ証明する。結周三角の計算力になるわけだが℃こ㈱ は三角の閥題がすへて

といってよい.

結 び

京 大 数 学 入 試 問 題 と1ケ 年 の 教 材 問 題 と の 対 比 ・

巨コ ・(・)…+・一・の鞭 糊 髄 のへかつ・(D〈…(2)〉・蔀 せ・ま描 つざ礁 繊 服 明1・鞭 獅 髄 ÷(臥 ・は加 に9

桑)とおいて矛魍を示せぱよい。これらの各性質については数多く練"1してあるが、とくに代衣的なものを挙げておく。

。懇切な基礎[互:亟1コ さえしっかりして塾れば十分であろう.

→昨年の入誠同様全体として阿んとも言えない重圧感を憂けるに進いない.

これこそ京大独自の狩徴で、どれといって手の出ないものもないが、かというて→ 邑してず融 の軍郁も得られない。こ
んなときは余程慎重に進めないと、あれこれ迷って緒局どれも

衛点がない結果になる。時聞的制限とこのような精補面の動揺を考慮すると、今回

の試験の成績は余り高くないものと思われる.端 的に合格基準線を示すと、最も競

争の激しい学部で!10～120点、中位程度の学部で90～100点、余り競争の高くない学

部で70～80点あれは紋学としては十分である.大体昨年度のそれより20点程度低く

なっている筈である.尚 全受験生の鮫学の成績分布図を示しておく●
,閲o● ●●酬回b脚 ●●●■隔

京大合格看数と京大合格嗣について 私達の学園ほど「若々しく愛される学口」はありませλ、一また 「厳しく、正しい学周の錬既」が行われて

いる学園もありません。・との必然の紹果として、「鷺廼せる合格駆」が生れるのです。本校は1,400名中330名の京大合格者薮ですdい ま一般他

枚の例をとって・かりに在校生を2・600名としよすと・一般他佼では2・600名中京大合格は、260名です。

京大入試の子引 「京大入試への輝く成果」A5版24貢 のものです・無料で配布中です.希望者はハガキて申し込んで下亡い。本敬一力翁の

敦材と・京大入試問題との対照でありよす・私共が冨 と々過去一力年に亘って・全精力を注ぎ込んだ成果がどれ程見事に実を結んだことか、いさ

さかも飾ることなく、このありのままの姿を示してあります.

・懇り」堀 礎 数1皿 例痴 、[圃 ・腱 数1旺 削 期 團 、匝司 ・闘 講習臓 圃

:.[三 コ 極く玉礎的な馳 の問題ごあるヵ・・ 日頃かう 「幾何は星礎的なものしか出ない.往 ってしっく搬 をすんて取込δ児 よい」こ繰4し

強調しておいたが、全くその通つである。殆と問題にする程のこともないが、強いて代表的な遭合問題を取上げると、

・精選1π 〔欄)幾 何[亟]・ 〃 彼期幾何[≡匿1等 で+粥 え方がつかめる諺である。'

る・,ρ

1・国 レ 転 た・よ墨 の腿 形・・なるか泓 余鰯 ・馴 網 掘 聯 ・・のよ魍 ・蝋 醐
乙題 は く ど い程 力 を入 れ て あ る

。

・糟 選 拠 蝦 前)[77爵]・ 懇 切 な 茎 繊 ・皿[璽 〔 玉]・ 勤 殿 駒 回 嘘 脇 汰 クノ ス 蚊 斑 匝 司

・糠IH(後 期)幾 何 圃 ・第7団 通 榔 囲

勅[互 コ ヘ ノ トル と じ㌧ て も鱗 ・品 角 の 問 題 ご取 域 った 実 例.認 〔挙.餌 凡 い 。c〈1・ ム 白ぬ もん 篭 卸 て 観 。

・蜘 嗣 瓢b匝 コ ・駄 ノ ノ ・乱 本.一 烈 且[oδ 番]・ 精 選 椥 コ(灰 期)匝 日 ・脚 ・混 彪 畝[嚢 ヨ

・入 議 予想 試 験 会 第2回[4雷]

旧[ー コ ニ久 ゐ 程 式の 典 型 的 問題 ㌧あ レ。 判 別 式¢ こ って 鎚>0の す べ て'こ・乙!しΦ ⑫ けノニか 、 軸 の1立置 《 し っか9分 け る こ と力球 イン か

'しある
.日L↓ ⊥一!分過 さ る位 力 を 入 れて あ る 。

・懇切 な 墨 礎 数 ・虹 酬58
、 鯛題8δ ・京 大 ∫・ノ ン 躰 七 ミ 塵]・ 皇 鵬 習 数 ・皿[楚 】

薗う冒「■...「■1_:畳一層,,「:;:噛,ミ・,7,「胃・,冒圏.:::L_剛:『:,F..;:811}:ilii!:}旦;しiiミ::!■ ■,■,■脚!「.5:「i:!:`}層髄「,,㌔..}:二9}i,ミ:lilill-!_-1脚聖5i;::::;P::;}

:さ て私共は故年来名実ともに生まれかわった近畿予備佼として新校含 ≡≡
ニを落成し更に永炸先生という頁の敦育者を中心に致しまして万全の態勢 ≡≡
ξのもとに新発足逼したのであります.小 教室、完彌した投儲、熱心、な事 ≡≡
≡務職員などまず私共の力の及ぷ限りの力泣を講いました。そしてこれに 三≡

訟饗驚魏嘉畿雑ξ永 景大留隻麹鷲難 器 ≡≡

藷窒懸 婆鍵 葬難 轟鰻 羅
藁翠鍵襲灘ぞき講 生 嘉餐鳶瓢 湊醜塞 ≡

::姥齢 繍 認雑 灘 欝難1;
≡難ξ誘鰯 灘 謝,心 羨毒瓢 蓮男謀鑑 麗 ≡≡
1窓蹴 腰 誌野 蝋 に 蕩窃綴 総 醜議 ≡≡
二の国由…どのような立湯の力々
≡であろうと≠間に連なる限り、
二私共は画んでお迎え致した ■'
.か 。との面にウェイトを置き或いは省陥すべきか。そして大局的に生徒 ≡≡

京 大 入 試 数 学 の 反 省

と 今 後 の 心 構 え

日 時 第1回3月29日午前10時
第2回4月4日 午前10時

第1回 、第2回 とも同一内容ですからど ≡

騰 難難羅1藁繍 寡騨蕪購
≡槻論罐 臨ξ畿 鑑 警鵬を叢 鍵 罐魏 ≡≡京大文科クラス 受付中
≡ 激 正 さ を 至 上の も の と して 、 学 校全 般 の 品格 と 申 し ます か 、 格調 と い っ ≡ ≡4月18日 始 業

≡ たも の を ど こ憲 で も高 め た い も のと 念 願 し・てい る 次 第で す ・ ≡ ≡ 京 都 市上 京 区 罵丸 今 出 川南 電(44)6681.6710董 ≡ ≡

駐層乙`1暉1,`ll匡8`茜凸8己1`圏II噛11巳1鮪1謄6,猛llB161艦猛``重■1,`「竃1鵬5聖蜜OOI「1`"1鯉蹴ll働,9巳量襯蝋 聖1脛`1胸ll塵181髄屡1ユ89臨1暫「1乙菖電邑5巳1圏纏置璽●●1書"IIIi乙5`墨1,暉随1「1監冒旦ε3融置1臨1蓼i6`「1「「11il巳「1し露

饗 ち難 蕪 驚黙
);

謝鴎翻匹rε187!ll蹴11・■1鱒剛09川闘1川9川 燭川川ll55塵iけ雌瑚軸田1川1鵬6ml圧Ili鵬闇 弱豚`5隅1冨518i川川 巳闘181■鵬ll川`量蹴1闘川菖1■ml・3
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基
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的
な
出
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正
確
な
読
解
力
の
養
成
を

r
ー

藤

尾

直

毎
年
春
に
なる
と

ー
特
に
自
分
たち
の

敦
え
た
生
縫
瀦君
が

大
学
摯

る
年
に

は
ー
入
試
の
出
題を

誓

紙
上
で
暑

時
℃
漠
然
と
は
し
て
い
ま
す
が、
あ
れ

ζ
れ
と
蒋
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
究

昨
十
二
日
「昭
和
四
十
一年度
京

都
大
学
く学
者
選
抜
学
力
試
験
〃国

語
4
」
の
問
題
を
婆
銭

ρ批
評
"

を
依
頼
さ
れ
て
読
み
返
し
て
み
る
と、

四
日
付
の
新
聞
紙
ヒ
で
一部
分
で
あ
れ

一醗
し
た
時
と
は
少
々
異
った
感
想
を

持
っ
たよ
う
で
し
た
。

新
聞
を
一読
し
た
折
は
、
京
大
を
受

験
レ
淀わ
が
生
槌
猪
霧
は
ま
ず
ま
ず
の

出
来
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
一種
の

安
心
感
と
い
った
も
の
を
越
じ
た
も
の

で
究し

か
し
辱
今
〃批
評
"
す
る
と
い
う

こと
に
な
る
と
、
私
た
ち
の
日
常
の
教

胃
活動
を
反
省
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん

し
、
ま
た
考
えて
い
る
こ
と
を
少
ぴ
で

も
整
理し
て
み
た
く
な
る
よ
う
で
す
。

第
一
に
筒校
の
国
錆
教
胃
に
つ
い

て
、私

たち
の高
秘
の
園
語
教
育
は
い
う

ま
でも
な
く
〃読
み
、
書
き
、
話
し
、

聞
く
"と
いう
四
つ
の活
勤
を
通
U
て

行
い、
そ
の評
価
の
範
囲
は
士
記
四
つ

の分
野
の
ほ
か、
さ
ら
し
〃国
語
に
対

す
る関
心、
憲
識
"に
ま
で
及
ば
ね
は

な
ら
ぬと
指導
要領
で
明
駆さ
筋
て
い

ま
す
。し
かし
、
現
実
に
、
教
室
で

は
、
それ
ら
四
つの
分
野
に
わ
た
って

行
い、
六
つ
の範
囲
で
評
廊
レ
て
い
る

か
と
い
うと
、
ど
う
し
て
も
否
定
的
な

答
し
か
田て
き
ま
せ
ん
.
た
と
え
、
教

師
の
個
個
人が
〃国
語
(日
本
踏
)
へ

の関
心
"を
呼
び
起
そ
う
と
し
て
い
る

こと
は
閣
遼
い
な
い
に
し
て
も
現
実
の

評
価
とし
て
は
〃正
確
に
説
み
と
る
ぞ

と
いう
こ
と
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
周

辺
に
と
ど
ま
って
い
る
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
いで
し
ょう
。

第
二に
高
校
の
国
請
教
育
と
火
学
入

試
に
つい
て

正

大
学
入
誠
が
高
校
の教
育
をゆ
が
め

て
い
る
とよ
く
い
われ
て
いま
す
。
そ

う
し
た
一面
があ
る
こ
と
は否
定
で
き

ぬ
と
し
ても
、
大
学
入
試
が現
在
のよ

う
な
方
法
を
と
る限
り
〃正礎
な
脱
み

と
り
"
を
申
心
と
し
た
現
薮
のよ
う
な

出
題
以
外
に
方法
のな
い
こと
も
弾
解

さ
れ
ま
す
。
逆
に
い
え
ば、
灘
校
で
紆

っ
て
い
る
こ
と
の
現
状
にΨ
脚
し
て
い

る
と
い
っ
ても
よ
い
でし
ょう
。
そ
の

憲
味
で
は
私
たち
筒
校
の国
摺
科
教
削

と
し
て
〃正
確な
漉み
とり
"を
中
心

と
し
た
教
室
で
の国
臨教
育を
押
し
す

す
め
て
行
け
ぱ
よ
い
の
だと
いう
確
俗

を
強
め
る
こ
と
が
でき
}誓つ
です
。

第
三
に
大
学
の国
誘教
育
に
つい
て

高
校
の
(国
語)
教
育
を受
け
陶
大

学
入
試
を
パ
ス
し
た
大
学
牛
が、
大
学

の
冒
ざ
す
(国
胎
)教
育と
連
続
し
た

方
向
を
維
持
し
て
い
る
かど
う
かと
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
こと
に
つ
いて
は

今
、
賃
及
す
る
だけ
の十
分
な暦
料
を

持
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
述
へる
こと
は

で
き
ま
せ
ん
が
ー

。

以
上
の
よ
う
に
考
え
てさ
て
、
出
題

へ
の
直
接
の
〃批
譜
"
以
前
の
悩む
べ

き
も
の
が
余
り
にも
多
いよ
う
に思
わ

れ
る
の
で
す
.
(京大
の
み
に隈
ら
れ

る
も
の
で
な
い
こ
とは
いう
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
)

さ
て
、
四十
一年
度
の入
試
は
新
教

青
課
程
で
行
なわ
れ
る
最
初
のも
の
で

あ
り
「現
代国
膳
・
古
典
乙
1
・
五」

と
い
う薪
し
く編
成
さ
れ
た科
目に
よ

る
出
題
がど
のよ
う
な
形式
と内
寄
と

合 格 者 上 位 二 十 校

(カソコ内は昨年度合格者適)
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14
9
17

17
15
8
18
10

9
6
6
8
n

11

農

6
4
8
8
3

3
2
12
7
1

4
1
15
3
1

1
1
4
2
3

2

薬

3
1
0
2
1

2
1
3
4

0

1
0
1
0
3

0
3
2
1
0

1

医

3
3
5
4
5

2
3
2

3
3

1
0
1
1
4

3
1
1
0
0

2

理

8
10
8
10
2

5
義

7
0

1
4
3
5
2

4
3
3
6
1

2

ら

経

7
8
5
12
8

6
4
4
3
5

4
4
1
1
2

3
1
2
3
2

0

法

12
15
B
6
13

7
3
2
2
3

5
7
1
0
7

5
8
6
2
3

5

教

0
3
3
0
1

0
0
2
2
2

0
0
1
0
0

1
2
0
1
1

0

文

6
7
4
5
3

5
1
1
2
4

0
2
1
3
0

2
1
1
2
3

1

訪
融
0の
9
わ
D
⑳
⑳
ぶ
ω
盤

σn
励
田
の
①
9
励

ドつ
　
ア
　
に
り
ら
ら
ルリ
リる
つ
り
る
ぽ
リラ
けヨ
　

り
んオ
　
ユ
リ
む
る

く
く
く
く
く

く
く
く
　
く

く
ノ
ミく
く
く

く

く
く
く
く

く

評

00
83
80
78
59

47
46
43
39
35

33
33
32
31
29

28
26
25
25
24

24

1陶

鋤
翻

殉

鋤
附
轟o
働
塒

廟
勘
釣
陶
荊

尉
勘
鋤
働
⑳

陶

火
大
大
敷
貝

愛
堤
滋
京
番

兵
兵
東
大
嶺

鮫
徳
愛
大
大

大

く
ノミ
く
く
く

く
く
く
く
　

く
　
く
く
く

　

く
く
く
く

く

野
寺

酎
墨
戸

丘
陽
所
北
松

西

野
吉
島

岬
南
撫
杓
中

津

王
手

ケ

路
灘

大

化

天
人
洛
神

旭
甲
臓
洛
高

姫

紫
住
藤

岐

城
東
学
量

高

①
②
③
④
飽

⑥
O
⑧
⑨
⑩

⑪
⑪
⑬
鱒
⑮

G6
⑰
⑱
⑱

⑳

⑳

を
備
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
高

校
の
側
に
と
って
大
懸
な
関
心
事
で

す
。
そ
の
点
為
京
大
に
つ
い
て
い
う
な

ら
は
、
ま
ず
授
菜
面
で
の
充
昊
さ
え
あ

れ
は
、
世
間
で
騒
が
れ
て
い
る
よ
う
な

楠
習
の
問
題
な
ど
そ
う
必
要
で
な
い
と

思
わ
れ
る
ぐ
ら
い
、
至
って
基
不
的
な

出
題
と
い
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
即

ち
、
高
校
側
で
入
試
と
い
って
目
の
色

を
変
え
で
慌
て
る
こ
と
も
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
っ

五
題
の
つち
①
～
③
は
現
代
文
、
④

が
古
文
、
⑤
が
漢
文
と
い
う
出
題
の
範

囲
は
、
こ
れ
ま
で
の
選
択
を
ふ
く
ん
だ

出
題
と
い
う
点
を
除
け
は
、
大
き
な
変

化
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、

内
容
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
私
た
ち
の

日
常
の
教
育
活
動
に
と
って
新
し
い
方

向
を
示
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
よ
う
に

思
え
ま
す
.
以
下
そ
れ
ら
気
の
つ
い
た

点
に
つ
い
て
の
べて
み
ま
す
。

現

代

文

②
の
「荒
城
の
月
」
、
③
の
芥
川
の

「芭
蕉
維
感
」
は
い
ず
れ
も
高
校
の
教

科
書
と
癌
い
距
離
に
あ
る
も
の
で
は
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

Φ
の
畏
文
ば
先
葺
の
講
演
の
要
約
と

比
較
す
れ
は
、
よ
り
多
角
的
な
読
み
と

り
を
要
求
し
て
い
謹
す
。
が
、
大
体
ど

こ
の
教
室
で
も
行
な
わ
れ
、
段
落
を
お

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
意
、
要
旨
と
血
め

て
行
く
な
ら
、
自
ら
鰐
断、脚で
き
る
と
思

い
ま
す
。
解
答
で
あ
ら
わ
す
こ
と
は
少

な
く
て
も
、
正
確
に
読
み
と
り
、
そ
の

中
心
テ
ー
マを
把
握
し
な
け
れ
ば
解
答

と
し
て
不
十
分
に
な
る
と
い
つ
性
質
の

問
題
と
り
象

レよ
つ。
こ
の
よ
う
な

説
み
と
り
の
力
は
、
単
に
大
学
入
試
に

限
る
も
の
で
な
く

広
く
学
間
の
場
で

あ
ら
ゆ
る
書
物
を
読
む
場
合
の
基
本
的

な
能
力
と
し
て
裏
求
さ
れ
る
も
の
で
す

か
ら
、
高
校
の
地
道
な
国
語
の
学
習

と
、
こ
の
時
期
の
読
書
力
と
が
も
の
を

言
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。た

⑤の
出
典
ば
不
詳
。

だ
、
現
在
の
高
校
生
が
甲
学
以来
のア

39
年
侵
の
杜
用
の
「石
壕
吏
」
と
子

チ
ー
プ
慣
れ
か
ら、
十
分
な
思考
を
重

規
の
連
作
短
歌
を
結
び
つ
け
た
出
題
「

ね
る
こ
と
な
く
直
感
で処
理す
る
と
い
及
び
41
年
度
の
出
題
は
今
後
古
典
こ
の

う
順
向湘
ま
た
それ
が
案
外当
って
い

中
で
の
漢
文
の
あ
り
方
に
一つ
の
方
向

る
と
い
う
こ
と
を
考
磁さ
れ
、
答
え
方
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

に
一工
夫あ
っ
ても
よ
か
った
ので
は

漢
文
そ
の
も
の
を
日
本
古
典
の
噸部
に

な
い
でし
ょう
か
。

位
燈
づ
け
よ
う
と
す
る
古
典
乙
と
い
う

②
の
「荒
城
の月
」
の
(二)
に
っ

と
と
が
、
こ
の
よ
う
な
形
式
を
と
ら
せ

い
て、
現
在
の
跣轡
量
が
少
いと
い
わ

た
と
も
い
え
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

れ
、
書
く分
野
にお
け
る
国
隔
教
冑
が

(二
)
(三
)
な
ど
単
な
る
選
択
で
な

困
難
で
あ
る
現
在、
創
作
的
な
も
の
を

い
と
い
う
こ
と
は
面
白
い
と
愚
い
ま

要
求
し
て
いる
こと
は
重
要
で
あ
り
㍉

す
。
(一)
(六
〉
な
ど
綬
業
の
折

受
験
で
明け
暮れ
す
る
人に
と
って
は

大
き
な
楚
闘と
いう
べき
で
し
ょう
.

(ど
のよ
う
に寳

蕊

る
の
か
書

質

位

で嘉

)
し
か
し
七
五
調
の
詩
を
窪

晶

本

せ
る
と
い
う
のは
ど
う
で
し
ょう
か
。

現
蜜
否
定さ
れよ
う
と
し
て
い
る
古
い

形
式
や用
躇を
求め
ら
れ
る
の
は
。
③
一

鎌
撰
簾
越

心

し
て
最も
難し
い
こと
はわ
か
って
い

ま
す
が、
せ
め
て芥
川
・芭
藤
・蕪
村

勧職
鰍
礫
雛
麟

聾

無
理
な
願
い
と
い
う
も
の
で
し
ょう

か
。寅

文

④
は
「徒然
菓
」
(
一五
一段
)
。

至
っ
て
寒
本
的
な
材
料
で
読
ん
だ
人

に
、
談
た
教
科
雀
に
も
必
ず
出
た
も
の

も
多
か
っ
た
であ
ろ
う
と
恐
わ
れ
ま
で
す
。
(五
)
は
「渉
」
と
「穐
橋
面

す
。難
を
い
え
ぱ、
原文
通
り
で
は
な

渡
之
」
と
を
比
較
し
て
考
え
る
ζ
と
が

翫
灘
懲
聾
講
鱗
駿

(三
)
の用
例
(C)
は
連
体
修
飾
に

と
は
思
い
ま
す
が
、
従
来
の
漢
文
と
い

な
っ
て
い
る
対偶
中
止
の用
例
で
あ
っ
う
者
託か
ら
す
る
と
、
工
夫
し
す
ぎ
た

て
、他
の
用
倒
と
悔
質を
異
にす
る
の

感
が
な
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

で
混
乱
を
招
き
は
し
な
い
でし
ょう

か
。

以
上
-
出
題
を
見
て
の
感
想
な
り
、

震

文

気
の
つ
い
た
こ
と
を
の
べて
み
ま
し

た
。
養
†
設問
の仕
方
に
疑
問
を
も
つ

所
も
な
い
で
はあ
り
ま
せ
ん
が
、
命
体

と
し
て
前
にも
述
べた
よ
う
に
基
本
的

な
出題
と
い
って
さ
し
つか
え
な
い
と

思
いま
す
「

京
大
に
つ
いて
だ
け
し
か
い
え
る
材

料を
も
ち
合わ
せ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
出

題
を
み
て、
高
校
の教
師も
竺
徒
も
、

教
箆
で
の
授業
を
大
事
に
す
る
以
外
、

国
躇
の
力
を伸
ば
す
こ
と
も
で
き
な
い

し
、
それ
こそ
が
最
も
近
道
だ
と
いう

こ
と
を
十
分寵
識
さ
れ
て
よ
か
ろ
,つと

思
う
の
で
町

尖
阪
北
野
需
校
教
8

、

合
否
電
報
配
達

不
能
の
も
の

入
試
期
間
中
当
社
で受
け
付
け
ま
し
た

「合
否
通
知
電
綴
」
の
寿
記
の
者は
配

逮
不
能
の
た
め
戻
っ
て
来ま
し
た
。
お

心
当
た
り
の
方
は
当
社ま
で
ご連
絡
下

さ
い
。

▼
山
ロ
県
宇
部市
策
区
ヒノ
ノチ
ニ

八
八

ゴ
ウ
カズ
ピ
コ
(記
載
佳
所

に
該
当
者
な
し
)
6

▼
東
京
都
北
区
シ
モ
マヂ
ニ

ス
ス

串
ソ
ウ
ナ
イ
ミ
ノワ
U
ゾジ
(畝

当
番
地
な
し
)

.
▼
東
京
都
品
川
区
工
バ
ヱ
∴ノ
四ノ

一一三

タ
カ
ミ
サ
ワ
カズ
)
グ
(住

所
に
該
当
者
な
し
)

▼
横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
ナ
カ
ザ
ワ
チ

ョ
ウ
三
五

ク
ボ
タ
ヒ
ロ
シ
("
所

に
嫉
愚
者
な
し
)

陰
三
・お
知
ら
せ
一三=
二
垂
謡

㎜

次
週
暫百
三
十
八
日
号
は
「京
㎜

コ

の

㎜
大
入
学
者
一鷺
号
」
と
し
て
、
一一照

リ

ロ

㎜
十
五
日
頃
発
行
.
四
月
四
日
号
は
㎜

㎜
都
合
に
よ
り
休
刊
し
ま
す
。
な
お
脚

川
連
載
コ
ラ
ム
「世
界
の
若
召
」
は
㎜

は

の

澗
休
み
ま
亥

(編
集
郁
)

㎜

評一暫""=一一二;=曽=一創一乙=二
噸======

;,一ハ

、

素
直
な
好
問
題

糊

適
切
な
出
題
者
の
配
慮

全
艘
的
に
見
て
、

何
よ
り
も
先
ず
素
直

な
問
題
で
高
等
学
校

卒業
程
度
の英
譜
の

翼
の
学
力を
試
す
に

は最
適
の悶
題
であ

る
と
思わ
れ
る
。
これ
はへ,年
に
限
っ

た
こ
と
でな
・＼
お
世
辞
は抜
き
に
し

ても
、
例
年
高校
英
謡
教青
の
現
状
の

認
識
の
上
に
立
った
通切
な
出
題
がな

59れ
て
い
る
こ
と
に対
し
て、
高
杖
の

教
帥
と
し
て、
出
題
者側
に
敬
慧
を表

し
た
いと
思
つ。
難
に傾
か
ず、
易
に

r
i

森

本

偏
せ
ずへ
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
外
国
冶

(特
に
英
給
)
の
基
礎
学
力
を
判
定
す

ぺく
慎
重
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
点

は
見
事
だ
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
即
ち

問
題
1
よ
り
W
ま
で
の
六
願
類
の
出
題

の
中
で
工
・U
は
英
文
和
訳
、
皿
は
空

白
を
埋
め
る
閤
題
、
W
ぱ
長
文
の
,調解

力
を
試
す
問
題
、
V
は
単
冶
の
発
彊
に

関
す
る
も
の
、
W
は
和
文
英
訳
と
な
っ

て
、
英
請
に
関
す
る
ほ
己ん
ど
の
種
遭

の
問
題
を
網
縄
し
て
あ
る
.
以
下
問
題

鋭
に
少
し
検
討
を
加
え
て
み
よ
.っ。

【了
】
こ
の
全
訳
問
題
は
先
ず
泌
当

今年の数学は昨年(昭和40年3月)よ り大分難しくなって
いる.駆本的な問題(教 科書による学習で解答可能なもの)
も、2・3問 あるが、概して難しいといってよい.
新課程による入試が今年より始まったわけであるが、新課

程・旧課程および理科系・文科系における問題の選択につい
と員に共通で、 〔3〕【4〕は新課程では理科系・文科系に共

った問題で理系(A)・ 文系(B》 に共遠であり、〔5〕は
の理系(A)と が共通であった。〔6〕は新謎縣呈の理系・旧

り、新課程の文系と旧課程の文系とが共通であった.以 上を
ある。

!文 系と旧課程の理系は二
次関数の最大と避積分。1目
課程の文系はグラフ・τ6〕
の新課程の理系は個数の処
理・新灘程の文系と旧課程
の文系とは三角関係・旧躁
程の理系は数列である.
表でも分るように新旧両

調税、あるいは理系文系に
ついて可成り共通の間題が
出されている。来年も文部
省の通達により新旧二本立
の出題と考えられるから、
今年と大きな差はないもの
と思われるが、旧躁程の愛
験生は減少するので、つぎ
に新課程においての対策を
のべることにする。
現役および一浪の人にと

うては新課糧㍗受験するの
であるから、まず最初は教
科書を再三学圏し馬基礎を
十分にかためることである
一通り教科書または参考書
で学習しただけでは完全な
把擢は難しい.再三学習し
て初めて応用力がつくもの

ることが大切である.今 年は
以前は解析∬の範囲であり新
と思われるから、新敦材につ
殊なものに深入りする必要は
相当学習する必蟹がある。例
幾何のみでなく立体幾何(今
では証明の書き方、即ち自分
いけない。
要である。毎年京大で図形。
めて稀である。来年も旧誤程
必要がある。せの上に新敦材

 

応
用
力
を
重
視

論
理
的
な
表
現
法
も

F

l

池

本

正

程
は、 αコ〔2〕は全
通で、旧課程では異な
新課程の理系と旧課程
諏程の理系とが異な
表示ナると次のようでヨ

旧
課
程
　
文理系系

　　B
A㌔ノv

新
課
程
ぬ
文理

科科

系系

o瓢o=o=oΦ

o=o=o臨o②

o富oo=o③

0300=○ ①

OO==OO⑤

OOOO◎回

配点は〔1コ・τ3コ・〔
・し5コがそれぞれ30ノ

〔2〕・〔6コが40点の計
点澗点である。つぎに
は、⊂1〕が三次力程式〔
が平面幾何(論舐)、〔3
立体幾何の証明、⊂4⊃
課程はベクトルという
はあるが三角関数、旧」
は二次方程式〔5〕の新
の理系はみ像・新講程7
である。しかるのち
新敦材はあまり出題さ瑠
教材とはいえない》
いても葦礎を確実にし1・
ない。今年のような
年京大の入試には幾何力
年は3番)も 十分学
の考えを論理的に表現づ
つぎに過ムの問題

プ」程式・三角関凝・'ぐの受験生かある以

を身につければよい。
以上をまとめると

の問題(愛大のみでなノ
謎つておくことも大

罵

馨
の新
占鎌
課狸 義
課稚
の7

に中級またい上級の問題に当た
}ていないが(理 系の〔もコは

、来`1は吋成り出融されるもの
g川力を養っておくこと.勝

出題内urであるなら;よ、幾何を
∫大分出題されている。平面

習する必要がある。論証の問題
することの練習をしなくては

について練留することは絶対必
微分・讃分の出なかつた年は極
上これだけは十分練習しておく

、全般にわたつて学習しへ里礎を十分に身につけてから過広
＼)をみて、踊点的に学樹すればよい。おわりに引算力を

切である。(岡山操山冨校教論)

清

彦

な
問題
であ
ろ
う
。
雛
解
な
単
論
は
な

い
が、
だ
から
と
い
って
全
文
の
内
密

を
的
確
に把
握す
る
のに
容
易
で
あ
る

わ
け
で
な
い
。よ
し
内
谷
の理
解
が
可

能
と
な
,
ても
、
日
本語
で
表
現
す
る

の
に
少
し
努
力
を
要す
ると
慰わ
れ
る

点
が
二
、
三
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
点
を

み
て
も
川
題
省
の
酎
慮
が十
分
感12
り

れ
る
.【皿

】
こ
の
間
題
は
【1
】
に
比
載

ず
れ
は
、
か
な
り
易
し
い
。
ど
の
文
も

短
か
.＼
構
文
の
上
か
ら
い
っ
ても
並

極
簡
単
で
、
京
大
の
受
験
生
に
は
平易

ず
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
っ

か。
1
と
同
じ
四
十
点
の
配
東
が
あ
る

筋驚
醒
難
欝
罵

受
験
化
も
多
か
った
こ
と
だ
ろ
う
。

【皿
】
筆
白
を
埋
め
る
問
題
、
こ
の

グ

形
式
の
間
閲
は
、
連
関
接
統
詞
と
か、

動
調
や
形
醤
詞
と
前
置
鋼
の
糖
ぴ
付
き

と
い
っ
た
よ
つな
単
な
る
字
句
的
な
も

の
は
か
り
で
な
く
、
全
般
的
な
内
む
の

岬
解
の
よ
に
立
って
始
め
て
正
解
が
得

ら
れ
る
よ
つな
も
の
で
、
非
帯
に
好
ま

し
い
も
の
で
あ
る
。
個
何
名
醐
や
個
有

形
蒔詞
の
挿
八も
、
英
謁
由革
百
し
て

い
る
省
の
橘
識
が
問
題
と
な
っ
て
く

る
。【W

)
長
文
の
内
籍
は
二
三
回
し
っ

く
の
、為え
な
か
ら
、朔め
は
、
押
解
す
る

の
に
困
難
で
は
な
い
。
(A
)
の
題
愈

に
適
す
る
文
の
選
出
も
(B
)
の
".文

の質
閻
に
対
す
る
英
文
に
よ
る
各
え
方

も
無
瑚
と
思
わ
れ
る
も
の
は
一つ
も
見

当
52な
い
。
最
近
全
国
的
に
こ
の
種
の

問
題
が
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
く
側
向

が
蛇
ら
れ
る
が
、
翫
解
力
を
ブス
ト
す

る
出
題
と
し
て
戚
に
好
ま
し
い
こ
と
で

あ
る
。【V

】

同
じ
母
膏
と
同
し
イ
哲
を

禽
む
単
冶
の
選
出
に
関
する
も
の
だ

が
、
こ
こ
に
出
さ
れ
て
い
る
単
請
は
い

ず
れ
も
テ
キ
ス
ト
や
疹
考
書
な
ど
で
、

紹
繁
に
出
て
く
る
も
の
ば
か
り
で
、
受

験
生
と
し
て
は
嶺
然
知
っ
て
い
る
べ
き

も
のば
か
り
だ
が
、
発
留
符
簿
に
案
外

56
い
と
こ
ろ
が
あ
る
受
験
生
で
は
、
果

し
て
ど
れ
だ
け
点
を
取
れ
た
で
あ
ろ
う

か
。
な
か
な
か
興
昧
深
い
所
で
あ
る
。

【U】

和
文
英
訳
は
わ
ず
か
に
、

長
い
問
題
が
一題
だ
け
で
あ
る
が
、
英

　

訥
の程
々
の
構
文
。惜
用
的
盤
現
法
な

ど
をど
の碧
度
に
理
解
し
て
い
る
か
を

み
る
こと
が
で
き
る
適
切
な
問
題
と
日

え
る
だ
ろ
う
。
臼
本
講
的
庵
想
法
と
英

拍的
発
想法
と
の
根
本
的
な
相
違
な
ど

に気
付
いて
い
る
も
の
で
な
け
れ
は
、

膨に
英
冶ら
し
い
英
膳
に
訳
す
こ
と
は

でき
な
い
ので
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、

英
謝
力
を試
す
に
は
最
高
と
思
わ
れ

る
。以

ヒ各
問
題
個

に々
つ
い
て
、
恩
い

つ
く濠
ま
に批
判
を
試
み
に
次
第
で
あ

る
が、
総
合的
に
み
れ
は
、
高
轡
学
校

に
お
ける
英
藷
学
留
の
指
導
力
針
に
十

分
考
ぽ
が払
わ
れ
て
お
り
、
聞
題
の
程

度
や
形式
も
慎
皿
に
配
慮
さ
耽て
お
り

大
戯入
試閻
題に
つい
て
と
や
か
く
の

批
判
が
あ
る
現
在に
お
い
て
、
へ,後
の

そ
の
あ
り
方
を示
唆
す
る
よ
つな
点
が

多
く
含
ま
て
いる
こと
は
誠
に
群
は
し

い
限
の
で
あ
る。
A,ま
で
批
判
bし
い

枇
州
を
し
て
こな
か
った
が
叢
侯に
、

ご
く
さ
さ
いな
こと
に
関
し
て
一占
凸

・夢
倦
し
てお
く
と
、
(受
験
生
か
ら

聞
い
た
話
で
ある
が
)
英
拍
の問
題
用

紙
が
あ
ま
り
よく
な
か
った
と
い・'2こ

と
で
あ
る
。
一度
消
し
ゴ
ム、煙使
う
と

も
う
.ての
上
に字
が
馨
け
停
＼な
り
、

罪
常
に
解
答し
に
く
か
った
と
のこ
と

で
あ
る
。
最
後に
と
り
と
め
も
な
いこ

、甲善
き
謁
し
て賞
電
な
紙
面
絶
凸
し
た

点
深
く
おわ
びし
て
お
き
た
い。

(大
阪
天
王
寺
高校
教
論
)

新
年
度
開
講

四
月
十
四
日

申
込
受
付
中

大

学

受

験

の
権

威

第 第
ニ ー
本 本科 科

§ §
CBA
コ コ コ
ill
ス ス ス

無

試

験

(申
込
順
)

選
抜
試
験

(英
・
数
)

基
礎
希
望
者
(申
込
順
)

総
合
受
験
科

(申
込
順
)

入
学
案
内
書

〒
共

一
〇
〇
円

大
阪
市
天
王
寺
区
大
道

一
ー
周
七
八

T
E
L

(1τ7
)
四
八
〇
三
。
四
四
五
二

国
鉄
天
王
寺
駅
あ
べ
の
橋
交
差
点
北
一
〇
〇
米
東
入
ル

昭

和
41
年
度

開
講

血

の

通

っ
た

教

育

の

場

完
壁

の
指
導

体
制

を
誇

る

4
月
15
日

申

込

受

付

中

昼
間

綜
合

科

(甲
・
乙
)

昼
間

特
殊

科

(甲
・
乙
)

夜
間

綜
合

科

甲
選
ー

{翻

階

入
学
案
内
〒
共
oo
円

・寮

完
備

1

大
阪
市
阿
倍
野
区
松
騎
町
二
丁
目
五
二

(国
鉄
天
王
寺
駅
南
東
ス
グ
)

電
話

代
表

(ー2h
)
一
八

八

一
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口

1
ト

レ
ア

σモ

ン
小

論

[
1
ー

(2
)
存
在
と
意
識
と
の
逆
立

た雛

羅
髭

饗

攣
勧難

、警
鷲

は
ど
う
で
も
い
い
。
ど
うし
て私
は

と
に
わ
か
って
い
る
ん
か
?
」
私
は

ー
ト
レ
ア
モ
ン
を
読
み
、
マ
ルク
ス
を

も
う
一度
自
分
を
対
象
化
し
ょう
と
す

そ
れ
に
つ
き
あ
わ
せ
る
の
だろ
う
か
。

る
。
ど
う
し
て
ロ
ー
ト
レ
ア
モ
ンと
マ

「ぼ
く
は
こ
の
人
生
を
一つ
の傷
と

ル
ク
ス
が
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
質
の
感動

し
て
受
け
入
れ
た
、
そ
し
て
こ
の傷
痕

を
私
に
も
た
ら
す
の
か
?
「入
びと
の

を
い
や
す
べ
き
自
殺
を
禁
じ
た
。ぼ
く

意
識
に
お
い
て
構
造
を
上
部
構
造
に仕

は
、
創
造
主
が
永
遠
の
時
の
時
刻々
々
上
げ
る
と
い
う
高
次
の
仕
上
げ
を
しめ

に
い
つ
も
こ
の
ぱ
っ
く
り
口
を
ひら

す
た
め
に
「カ
タ
ル
シ
ス
」
と
い
う
国

た
傷
口
を
見
て
い
て
ほ
し
い
と
思う
の
語
を
使
って
も
よ
か
ろ
う
。
こ
の
ζ
之

だ
.
こ
れ
こ
そ
ぼ
く
が
彼
に
加
え
る
刑

罰
だ
」
(マル
ド
ロ
ー
ル
の
歌
皿ー

な
も
の
へ」
ま
た
は
「必
然
か
ら
自
由

1
)

へ」
の移
行
を
も
療
味
す
る
。
(A、

「し
か
し
社
会
マ
義
的
人
聞
に
と

グ
ラ
ム
シ
)

て
、
い
わ
ゆ
る
世
界
史
の
全
体
は
.

こう
いう
こ
と
な
の
だろ
う
か
?
私

間
的
労
働
に
よ
る
人
間
の
産
出
、
入

は
動
悸
が
早
く
な
る
の
を
感
じ
る
。
こ

の
た
め
の
自
然
の
生
成
以
外
の
な
にも

の、
いま
、
私
の
胸
の
底
の
ほ
う
で
起

の
で
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
し
た

って
いる
過
程
は
何
な
の
か
。
動
悸
の

♂
て
彼
は
、
自
邑
自
身
に
よ
る
自
己
の
悸
と
いう
字
が
ほ
ん
と
う
に
ふ
る
え
て

出
生
に
つ
い
て
、
自
己
の
発
生
過
程
に

いる
よ
う
な
。

つ
い
て
直
観
的
な
、
反
対
で
き
な
い
証

コ
ード
ウ
ェル
に
よ
れ
ば
「神
経
感

明
を
も
って
い
る
の
で
あ
る
。
」
(経
応
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
だ
そ
う

哲
草
稿
)

だ
。
(
「フ
ロイ
ト
ー

ブ
ル
ジ
ヨ
ア

私
は
こ
の
二
つ
の
文
章
を
ほ
と
んど

心
理
学
の
省
祭

近
代
文
化
の
崩
壊
b

同
じ
よ
う
な
感
勤
を
も
っ
て
読
む
こと

(この
神
経
感
応
に
は
一う
の
ダ
ル
ー

が
で
き
る
。
一体
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
ブ
が
区
別
さ
れ
る
。
そ
の
第
一のダ
ル

と
な
の
か
?
こ
の
よ
の
な
間
を
か
っ
て

ーブ
は
系
統
発
生
的
に
み
て
より
小
さ

吉
本
隔明
が
発
し
た
こ
と
を
私
は
知

く

時
間

的
に
あ
た
ら
し
い
も
の
、
フ

って
い

る
。
「ラ
ム
ボ
オ
も
し
く
は
カ

ロィ
ト
に
ょ
れ
ば
「意
識
」
と
か
「自

ール
・
マル
〃
ス
の
方
法
に
つ
い
て
の

我
」
。
それ
は
そ
の
持
ち
主
で
あ
る
個

諸
言
」
に
お
い
て
、
詩
的
な
も
の
と
非

人
に
と
り、
自
律
度
が
よ
り
高
い
。
第

詩
的
な
も
の
と
の
逆
立
と
し
て
。
そ
し

二
のグ
ル
ープ
は
、
時
間
的
に
古
宍

て
彼
が
後
に
「
マル
ク
ス
紀
行
」
で
マ

自
律性
は低
く
い。
フ
ロイ
ト
は
、
そ

ル
ク
ス
に
お
け
る
幻
想
的
な
も
の
と
非

れ
を
「無意
識」
と
か
「
エス
」
と
か

幻
想
的
な
も
の
と
の
逆
立
と
い
う
概
念

よ
ん
だ
。
し
かし
、
この
二
つ
グ
の
ル

で置
き
換
え
つ
つ
語
って
い
る
の
も
知

ー
プ
は
対
立
し
あう
実
体
で
は
な
い
。

って
いる
。
し
か
し
私
は
も
う
一度
自

両
者
の
差
異
は
あく
ま
で
も
相
対
的
な

閥
し
てみ
る
。
一体
こ
れ
は
ど
う
い
う

も
の
で
あ
る
。第
一のグ
ル
ー
プ
は
、

こと
な
の
か
?

第
二
の
グ
ル
ー
プ
より
「経
験
」
か
ら

意
識は
意
識
的
存
在
以
外
の
何
も
の

多
く
を
学
ぷ
。
ど
の
よう
な
活
動
の
ば

でも
な
いと
いう
マル
ク
ス
の
措
定
は

葎
在
は意
識
が
な
け
れ
ば
意
識
的
存
在

あ
い
で
も
、
二
と
お
り
のグ
ル
ー
プ
は

で
あり
得な
い
と
い
う
逆
措
定
を
含

と
も
に
は
た
ら
い
て
いる
。
そ
の
と

む
・
こ
のよ
う
な
措
定
の
逆
立
の
当
否

き
、
ふ
つ
う
は
、
第
一のグ
ル
ー
プ
は

は唯
、
確
僑
の深
さ
と
実
践
に
よ
っ
て

第
二
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
いわ
ゆ
る
生

決
せら
ね
は
な
ら
ぬ
。
」
と
若
き
日
の

吉
本
隆
明が
書
い
て
い
る
の
を
見
る

と、
私
はそ
こに
ほ
お
え
ま
し
い
も
の

を
感じ
ざ
るを
娼な
い
。
永
遠
の
青
年

がも
つ
心
のは
やり
み
た
い
な
も
の
が

あ
る
か
ら
だ。
入
間
は
こ
う
し
て
生
き

て
いく
の
だ
し
、こ
れ
で
良
い
の
か
も

知
れ
な
いと
も
思う
の
で
あ
る
。
そ
し

て
私
は
[八六
九年
二十
三
歳
の
ロ
ー

ト
レ
ア
モ
ン
と
一八
四
四
年
二
+
六
歳

の
マ
ル
ク
ス
とが
こ
こ
で
や
は
り
ほ
ぼ

同
じ
決
煮
を
語
って
いる
の
を
見
る
。

私
は
思
わ
ず
「うん
、
そ
の
通
り
だ
」

難

雛難
貌

…
二
堺

洋

一

気
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
前
者
に
と
っ

禦
舜

蠣
難

あ。わ

人間
と
は
こ
う
い
う
風
に
考
義

行
動

し
て
し
ま
う
仕
方
の
な
い
生
物
で
あ

三
、
と
い
う
よ
裟

結
論
が
出
る
の
だ

ろ
う
。
お
か
し
な
も
の
で
あ
る
。
だ
が

】

ま
≡
≡
・…

に
う
ご
く
力
を
一瞬
た
り
と
も
う
し
な

う
こと
は
な
い
ん
だ
」
(V
1
3
)
と

宣言
す
る
育
年
の
言
葉
で
あ
る
こ
と

は
、
私
が
メ
タ
フ
ィジ
ソク
な
美
の
中

へと
のめ
り
こ
む
こ
と
を
妨
げ
る
。

「ぽく
の恐
れ
る
の
は
、
ぼ
く
の
決

意
が
老褒
と
い
う
打
撃
に
負
け
る
こ
と

だ。
き
た
ら
は
き
た
れ
、
ぼ
く
が
ね
む

り
こけ
る
、
宿
命
の
日
よ
/
目
覚
め
た

とき
、
ぼ
く
のか
み
そ
り
は
、
頚
を
つ

ら
ぬき
路
を
き
り
ひ
ら
き
な
が
ら
証
畷

す
る
であ
ろ
う
。
な
に
ひ
と
つ
、
じ
じ

つ、
これ
以上
に
確
か
な
現
実
は
な

い」
(V
-
3
)

私
は矢
も
謄
も
た
ま
ら
な
く
な
る
。

こ
のよ
う
な
詩
句
に
は
例
え
は
小
林
秀

雄な
ど
とは
全
く
異
質
の
堅
い
肉
体
が

あ
る。
そ
れ
は
つい
に
西
洋
的
な
も
の

でし
か
ない
の
か
、
私
は
そ
う
思
い
た

く
な
いし
、
思
わ
な
い
。

「人間
の
歴
史
は
、
必
然
的
な
発
展

だ
が、
発
展
は
進
歩
の
方
向
を
目
指
し

て
いる
から
安
心だ
と
い
う
の
で
す

「皿
球
と
と
も
に
め
ぐ
る
頁
実
」
の
た

す
。
」
(千
八
百
七十
年
三月
、
銀
行

め
に
「大
馳
皮
質
に
や
ど
る
真
実
」
を

家
ダ
ラ
ス
へ
の手
紙よ
り
)

捨
て
さ
る
の
だ
ろ
う
か
。
戦
前
、
日
本

批
評
家
に
批
評を
頼
ん
で
も
、
何
の

の
%
ど
の
イ
ン
アリ
ゲ
ン
チ
ヤ
が
や
っ

返
事も
毒

か
った
。
若
い
ロー
ト
レ

た
よ
う
に
そ
ん
な
時
代
が
も
う
す
ぐ
そ

ア
モ
ン
にと
って
は
大
き
な
シ
」〃
だ

は
ま
で
来
て
い
る
の
は
確
か
だ
。
「社

う
た
。

会
関
係
の
総
体
」
と
し
て
の
自己
を
把

「僕
は眼
が
開
か
れ
た
思
い
が
し
ま

握
し
よ
う
と
す
る
試
み
を
続
け
る
こ
こ
し
た
。」
(同
じく
ダ
ン
ス
へ
の
手

に
少
く
と
も
現
在
の
私
は
耐
え
て
き
て

紙)

卿疑
講

顯

塾

る襲
ゼ禦
轟

叢

家
で
す
か
ね
、
吉
本
さ
ん
よ
。
と
に
か
と
信
仰と
平
和
と
幸
福
と
義
務
と
を
歌

く
武
器
を
磨
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

う
べく
、
「詩
学
断
想
」
を
書
く
の
だ

な
ん
と
か
な
れ
ば
私
達
の
歴
史
の
必
然
が
、
こ
の
「回
心
」
が
実
は
「転
向
の

を
把
握
す
る
と
き
に
、
自
由
だ
か
ら
。
非
転
向」
と
も
い
う
べき
も
の
だ
っ

そ
し
て
自
由
と
は
や
は
り
心
楽
し
いも

た
、
と
い
う
こ
と
ほ
後
に
述
べる
と
し

の
だ
か
ら
。

て
、
同
じ
く銀
行
家
も
ダ
ラ
ス
へあ
て

,文
学
と
い
う
の
は
先
に
行く
場
合
に
た
手
紙
で
、
彼
が
こ
う
書
い
て
い
る
の

で
も
現
笑
に
対
し
て
は
後
向
き
に
し
か

に
注目
し
た
い

先
に
い
け
な
い
。後
ず
さ
り
レ
な
が
ら

「これ
は
僕
が
も
う
一度
あ
の
コ
ル

進
む
の
だ
。
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
ネ
イ
ユ
や
ヲシ
ー
ヌ
の
よ
う
な
作
家
と

っ
た
の
は
ヴ
ァ
レ
リ
ー
だ
っ
た
か
。
僕
と
のあ
巨
だ
に
良
識
と
冷
静
さ
と
で

「文
学
は
自
分
の
廃
城
の
上
に建
てら

出来
た
鎖
を
つな
ぎ
合
わ
せ
る
た
め
な

れ
る
」
と
M
・ブ
ラ
ン
シ
ョ
が
言
っ
た

ので
す
。
こ
の
鎖
は
気
ど
り
屋
の
ヴ
ォ

の
も
同
じ
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら

ルテ
ール
や
ジ
ャン
・ジ
ャ
ソク
・ル

こ
の
小
論
が
ロ
ー
ト
レ
ア
モ
ン
に
つ
い
ソ
トに
よ
って
、
突
然
断
ち
切
ら
れ
て

て
で
あ
る
限
り
、
絶
対
に
自
我
論
にも

以来
、
今
日
ま
で
途
絶
え
て
い
る
の
で

国
家
論
に
も
至
ら
な
い
の
だ
。
と
い
っ
す
。
」

て
、
私
は
居
直
る
わ
け
では
な
い
。
「

「詩
学
断
想
」
の
甲
で
も
、
「ジ
ャ

詩
は
実
践
的
な
輿
理
を
本
質
な
原
理
と

ン
・ン
ヤ
ソク
・ル
ソ
ー
(文
旬
た
ら

第
二
義
的
な
人
生
は
真
理
と
の
間
に
介
た
ら
の社
会
主
義
者
V」
と
い
う
罵
倒

在
す
る
関
俵
を
」
述
べ
る
の
だ
か
ら
。
が
あ
る
。
ど
こか
の
マル
ク
ス
。レ
i

一八
六
八
年
八
月
ロ
ー
ト
レ
ア
モ
ン

ニ
ン
主義
者
な
ら
、
す
ぐ
反
動
呼
は
わ

は
「マ
ル
ド
ロ
ー
ル
の
歌
」
の
「第
一
り
す
る
こと
だ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
鏡
が

自
我
の
分
裂
を
凝
視

私
が
ど
のよ
う
な
感
懐
に
ふ
け
ろ
う

と
、
現
笑に
私
は
食
い
、
生
き
、
種
々

の
こ
と
を
考
え苦
し
み
、
笑
い
す
る
わ

け
だ
。
一体
何
のた
め
に
、
と
、
ふ
っ

と
子
供
の
よう
に
思
う
時
、
私
の
眼
は

ロ
ー
ト
レ
ア
モ
ン
の短
い詩
句
に
魅
せ

ら
れ
る
。

O"
客

噂璽

冒
喰
胃
働o
冒

ξ
"詳
O
告●
一ロ
ぐ凶O

直琶
唱,同
oo一冨
審

冨
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・

旦
生
の
美
し
さ
は
死
の
美
し
さに
よ
っ

て
の
み
始
め
て
判
断
さ
れ
得
る。
(詩

学
断
想
)

だ
が
こ
の
言
葉
が
、
「お
の
れ
の、

自
我
に
つ
い
て
の
強
烈
な
意
識
と
自
由

マ
ル
ク
ス
と
ア
モ
ン
の
同
位
性

か
。
では
、
人類
に
好
都
合
な
発
展
だ

け
が
何
故
必要
な
ので
し
ょう
。
歴
史

め
必
然
と
いう
も
のが
、
そ
のよ
う
な

軽
薄
な
も
の
では
な
い
こと
は
、
ぼ
く

ら
は
日
常
生
活
で、
い
やと
西う
ほ
ど

経
験
し
て
い
る
は
ず
だ
。
死
なし
た
く

な
い
子
供
に
死
なれ
た
から
こ}質
母

親
の
心
に
は
子
供
の
死
の
必
然
な
こと

が
こ
た
へ
る
の
で
は
な
い
で
す
か。

(小
林
秀
雄
「歴
史
と
文
学
」)

こ
の
論
理
は
目
を
覆
い
た
く
な
る
程

に
い
た
ま
し
い
。
ま
る
で
逆
で
は
な
い

か
。
ど
う
し
て
小
林
秀
雄
に
こ
ん
な
具

合
に
発
想
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

生
活
者
。
私
も
ま
た
こ
の
よ
う
に
し
て

の
歌
」
の
み
を
無
記
名
で
出
版
し
て
い

る
が
、
何
の
反
響
も
な
ぐ
埋
没
し
た
ら

し
い
。
こ
の
第
一の
歌
を
書
き
直
し
、

第
六
の
歌
ま
で
書
き
下
し
て
、
一八
六

九
年
の
夏
、
ラ
ク
ロ
ワ
と
い
う
出
版
者

に
頼
ん
で
校
了
仮
綴
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
い
った
の
だ
が

「で
も
、
一度
印
刷
し
て
し
ま
っ
た

の
に
、
彼
は
発
売
を
拒
否
し
た
の
で

す
。
人
生
が
あ
ん
ま
り
悲
痛
な
角
あ
い

で
も
って
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
彼
は

世
間
の
非
難
を
恐
れ
た
の
で
す
、…。
印

刷
代
は
千
二百
フ
ラ
ン
で
、
僕
は
も
う

す
で
に
四
百
フ
ラ
ン
払
って
お
り
ま
し

一た。
し
か
し
、
す
べて
は
水
の
泡
で

あ
る
の
だ
。

「ラ
シ
ー
ヌ
以
来、
詩は
【ノ
好
も

進
歩
レ
な
か
っ
た
。
むし
ろ
後
退
し
た

の
だ
。
誰
の
お
か
げ
で
?
ば
くら
の時

代
の
が
よ
ぷ
よ
才
栂
頭
の
おか
げ
さ
、

女
の
閥
っ
た
よ
う
な
奴
り
め」
(許
学

断
想
」
)

彼
の
宮
っ
て
い
る
意
臥
では
、
一九
一

六
六
年
の
今
日
に
お
い
ても
進
歩
じて

い
な
い
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
「百
五

十
年
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
支
配
」
(
「文
学

と
は
何
か
」
)
と
サ
ル
ト
ル
は
一九
四

七
年
に
語
っ
て
い
る
し
、
ジ
ュ
リ
ア
ン

・グ
ラ
ソ
ク
も
コ
ニ世
紀
間
の
空
白
(

ラ
シ
ー
ヌ
以
来
)
」
(「い
つ
も
ロ
ー

ト
レ
ア
モ
ン
を
」
)
と
譜
っ
て
い
る
で

は
な
い
か
。
こ
れ
が
後
向
き
に
先
に
行

枚

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「し
た
が
って
十
七
世
紀
の
芸
術
は

す
ぐ
れ
て
倫
理
的
で
あ
った
と
い
う
こ

と
も
てき
る

…
・:。
普
遍
的
な
人
間

が権
力を
保
持
す
る
特
殊
な
人
間
と
混

同
され
て
いた
か
ら
…
:。
作
家
は
抑

圧
す
る
階
級
に完
全
に
同
化
さ
れ
て
い

た
.
し
か
し
、抑
圧
の共
犯
者
で
は
な

宝

彼ら
の
作
品
に
は疑
いも
な
く
解

放
的
な
性
質
が
あ
っ
た
。何
故
な
,㌣

そ
の
階
級
の
内
部
で
、
芸
術
は
、
人
聞

を
人
聞
自
身
か
ら
解
放
す
る
こ
と
に
役

立
った
か
ら
で
あ
る
。
」
(サ
ル
ト
ル

「文
学
と
は
何
か
」
)

古
典
ネ
義
の
時
代
は
束
の
間
の
平
衡

の時
代
だ
った
が
、
こ
こ
で
は
作
家
は

自
己
の
内
部
を
明
臼
に
観
察
す
る
た
め

の
努
力
を
限
界
ま
で
お
し
す
す
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
社
会
は
不
動
の
外
的
な

存
在
と
し
て
あ
った
か
ら
。
し
か
し
、

ル
イ
十
四
世
の
死
後
ブ
ル
ジ
コ
ア
が
上

昇
し
始
め
、
「自
由
、
平
等
、
博
愛
」

の
旗
が
振
ら
れ
出
す
。
「気
と
り
屋

の
ヴ
ォ
ル
ナ
ー
ル
や
ジ
ャン
・ジ
ャ
ソ

ク
・ル
ソ
ー
」
は
こ
こ
で
㍊
し
ら
れ
る

わ
け
だ
。
プ
ル
ジ
ョY
ジ
ー
の
政
治
的

勝
利
は
斡
累
に
損
失
を
与
え
た
だ
け
だ

った
。
彼
りは
捌
圧
の
新
形
式
を
あ
み

だ
し
た
だ
け
だ
っ
た
。
=色
旗
が
負
欲

に
ゾ
ロ
レ
契
リ
ア
の
皿
を
吸
う
の
璽

人
々
は
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
の

だ
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
運

動
の
弾
儀

フ
ラ
ン
ス
で
は
七
月革

銅
、
二
月
革
命
に
対
す
る
裏
切
り
。資

本
主
義
11
近
代
市
民
社
会
の
合
弾
性
、

歴
史
的
進
歩
性
の
喪
失
は
、
十
九
撹
紀

後
半
に
は
完
全
に
明
ら
か
だ
った
。
「

民
宅
的
共
和
制
は
、
「公
的
に
は
」
富

者
と
貧
省
を
同
一視
す
る
か
ら
、
「論

理
的
に
は
」
資
本
主
義
と
矛
盾
し
て
い

る
。
そ
れ
は
経
済
機
構
と
政
治
的
上
部

構
造
と
の
矛
眉
で
あ
る
」
(レ
ー
ニ
ン

「
マル
ク
ス
主
義
の
戯
画
と
「帝
国
主

義
的
経
済
主
義
」
に
つ
い
て
」
)
政
治

的
に
解
放
さ
れ
て
い
て
も
人
間
的
に
は

解
放
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と

が
、
人
々
に
経
験
と
な
っ
て
せ
ま
っ
て

く
る
。
十
六
世
紀
に
はじ
ま
る
近
代賀

本
主
覇
の
成
立
は湘
少
く
と
も
封
建
制

か
ら
の
発
展
と
い
う
意
味
で、
人
々
の

社
会
関
係
を
大
幅
に
変
革
し
、
法的
、

因
習
的
な
さ
ま
ざ
ま
の
束
縛
か
ら
人
々

を
解
放
し
、
社
会
の
自
由
な
発
展
を促

す
も
の
で
あ
っ
た
.
こ
こ
に
カ
ルヴ
ィ

ニ
ズ
ム
、
あ
る
い
は
ロ
ソ
ク、
ホ
ッブ

ス
、
ル
ソ
ー
の
よ
う
な
自然
法
思
想
の

成
立
す
る
根
拠
が
あ
っ
た
。
(ル
ン
ー

は
小
プ
ル
的
性
格
が
強
いけ
れ
ど
)
い

『

わ
く
自
主
独
立
の
生
産
者ど
し
て
の近

藁

代
的
個
人
で
あ
る
。
「市
民
社
会
の
精

榊

神
、
す
な
わ
ち
利
己
主
義
の
領
域、
万

人
の
万
人
に
た
い
す
る
戦
い
の
領
城
の

轡

精
神
」
(マ
ル
ク
ス
「ユ
ダ
ヤ
人間
題

榊、鴨

K
よ
せ
て
」
)
。
だ
が
す
で
に
こ
う
し

た
予
定
調
和
の
自
由
競
争
の
世
界
は
一

即

八
六
〇
年
代
に
崩
壊
に
瀕
し
て
い
た
。

一八
六
四
年
第
一イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
の
成
立
。
一八
六
六
年
ご
ろ
に
は
英

国
資
本
主
義
は
保
護
貿
易
政
策
を
と
り

は
じ
め
た
。
そ
ろ
そ
ろ
帝
国
主
義
段
階

で
あ
る
。
も
は
や
近
代
布
民
的
人
間
像

■

の
成
立
す
る
基
盤
は
な
い
の
だ
。
生
産

」

力
の
社
会
化
と
私
的
所
有
と
は
根
本
的

一

に
予
盾
し
て
い
る
の
だ
為
と
い
う
こ
と

一

が
無
意
識
の
う
ち
に
人
々
を
ゆ
り
う
ご

幽

か
す
。
日
々
の
経
験
は
、
絶
え
ず彼
等

昌

の
観
念
を
裏
切
る
の
だ
か
ら
。
社
会
と

(

は
そ
の
時
、
大
き
な
圧
力
と
な
っ
て
個

占

に
せ
ま
る
の
で
あ
る
。
自
分
が
生
活
し

」

て
い
く
た
め
に
日
常
や
っ
て
い
く
こ
と

幽

が
モ
の
た
び
に
彼
の
思
い
と
は
食
い
違

岨

う
ので
あ
る
。
現
在
日
本
の
進
歩
‡
義

者
が
ふ
り
ま
わ
し
て
い
る
近
代
的
自
我

と
は
懐
古
趣
妹
で
し
か
な
い
し
と
い
う

よ
り
も
、
一つ
の
体
制
の
レ
ー
ル
の

上
を
な
ぞ
って
い
る
。
結
局
の
と
こ

/

ろ
夏
目
漱
石
の
「則
天
去
私
」
で
あ

る

り
、
小
林
秀
雄
の
「宿
命
」
で
あ
り
、

祈

江
藤
淳
の
「共
生
観
」
で
あ
り
、
ハイ

を

デ
ッガ
ー
の存
在
論
で
あ
る
。
そ
ん
な

闘

も
の
は十
九
世紀
のフ
ラ
ン
ス
で
す
べ

億

て
試
され
た
のだ
。
そ
う
い
う
思
想
を

御

弱
々
し
く
は
あ
った
が
死
にき
った
人

の

々
が
い
る
の
だ。
いわ
く
実
証主
義
、

君

自
然
キ
義
、
懐疑
1
義、
悪
庵
先義
、

諸

神
秘
主
義
不
可
知
論
では
な
い
か
。
国

生

独
資
段
階
だ
ろ
う
と
な
か
.つ
う
と
人
間

験

は
そ
う
い
う
ふ
う
に
は
結
局
考
え
な
い

受

し
、
社
会
と
は
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
な

い
人
間
の
営
易
の
累
積
に
よ
っ
て
、
コ

ト
リ
と
動
く
も
の
な
の
だ
、
と
私
は
思

い
た
が
る
の
で
あ
る
。
意
識
と
は
意
識

さ
れ
た
存
在
以
外
の
何
も
の
で
も
な

い。
無
意
識
の
う
ち
に
し
て
し
ま
う
と

はそ
う
し
た
こ
と
で
は
な
い
か
。
大
衆

の
自然
発
生
性
と
は
そ
う
し
た
こ
と
て

定
評
の
あ
る
大
学
進
学
指
導

騨騙ヨ票票

開

講
11
四
月
十
日

願
書
受
付
11
自
三
月
一
日

至
四
月
七
日

入
試
実
施
踊
三
月
二
十
二
日
・
二
十
八
日

四
月
二
日

・
七
日

◇
午
前
部
・午
後
部
共
に
理
科
系
文
科
系
編
成

◇
昼
間
法
文
科
設
置

◇
午
後
部
に
理
科
系
文
科
系
の
無
試
験
入
学
の
組
あ
り

詳
細
は
規
則
書
参
照

切
手
二
十
円
同
封
の
こ
と

校備予北城
新宿区市ケ谷左内町凶(国 電市ケ谷駅下車)

TEL(269)1906・2904(260)0631

ル

 

ナ
早 大 直 前 ・大 隈 庭 園 に 囲 ま れ 天 早 フく衙 天 駅 伎 然 と刀 と饗 り指 導

、ミ早稲田ゼ
早大
正門

春 期 講 習 睾2員誓目
英国基礎・高校学年別

iハガヰ・デンワで各案内書送呈1

O酬 年早大合格93%東大・京都大等
全国120大学へ98%の 合格を堅持

O儲 念により受付は申込順
O地 方上京生に斎・宿含無料斡捉

1駒令房完備新校會

ナ ー ル 電 話(341)8186～7・8083

◇大学愛験綜含科(午前・午後・夜間)

法文系(私 立法・商・経・文 。政コース》

理工系(私立理・工・医・薬コース)

国立系(東大・一橋・京大等国公立コース)

◇英数国単科講習(午後・毎月開講)

◇高校楴習科(基礎拡充一毎タ・土・日)

 

年学新
開 講

4月20日
1受付 中

鞠こゼ田稲東京都新宿区牛込局区内 《早大正門前)早

新 企 画 に よ る 京、大 受 験 誌

誓京大 を受 け る人 の た め に
1口 巻 頭 言 口 京大生 の 就職 白 書

口 学 部 紹 介 口 数 字
に み る λ 試口 入 試 ガ イ ド

ロ 新 教育課 程による入試指針 予価320円(〒共)

京 部大学新聞社・親学 会共同編集

大 学 受 験 科

○国 立理 科系 コー ス

○国 立文 科系 コー ス

○早 慶理 工系 コー ス

○早 慶文 科系 コー ス

○医 歯 薬 科 コ ー ス

○外 国 語 大 コ ー ス

東外大第2次受験者の

ヒア リング ・

ディクテーション講習

聴講自由

【全館完全暖冷房】

東 京 都 豊 島 区 池 袋 東1-76

(池袋駅東 口都電通 り沿 い徒 歩5分)
7rEL(982)4558レ 案内膚進塁4

一
年
制
の
ケ
ラ
ス

◇

大

学

受

験

総

合

科

肋壷

校
別
震

稟
大
組
入
試
3
月
25
日
30
日

4
月6
日
12
日

国
・私
立
理
系
文
系
組
は
串込
順に
入学
許
可

蔑

新

学

期

四
月
十
五
日
開
講

学
期
制
の
ク
ラ
ス

◇

大
学

受
験

単

科

朋
不
讐

舞

の
短
期
完
域

数
学
。英
語
・独
語
・国
語
・物
理
・化
学
・生
物
・社
会

◇

高

校

基

本

科

高
校
在校
生
の
学
年
別
補
習
ク
ソス

F

慧
蹴

研

数

学

館

棄
京
都
干
代
田
区
西
神
田

噌ノ
三

国
電
水
道
橋
下
車
・都
電
三
崎
町
停
留
所
前

電
話
東
京
(二
六
三
)
六
七
三
一
(代
衰
)

はな
いか
、
訳
衆
の
ナ
シ
ョナ
リ
ズ
ム

と
は
そ
うし
た
こ
と
で
は
な
い
の
か
と

そ
し
てま
た、
現
実
社
会
に
裏
切
ら
れ

た
時
に
私
達は
傷
っく
で
は
な
い
か
、

肉
体
をも
って
いる
か
ぎ
り
、
痛
み
を

感
ず
る
で
はな
いか
と
.

お
そ
ら
く
ロ
ート
レ
ア
モン
ぱ
後
を

向
い
て
い
たぶ
ん
だ
け
思
想的
に
は
マ

ル
カ
ス
に
及
ばな
か
った
だ
ろ
う
。
マ

ル
ク
ス
が
前を
向
いて
いた
ぶ
ん
だ
け

文
学
的
に
は
ロ
ート
レ
ア
モ
ン
に及
は

な
か
っ
た
と同
様
に。
し
か
し
彼
等
は

一全
く
び
。
たり
と
門
中
窮

せ
にな
。

㎝鰻
齪
羅
聾
購
紮

て
い
た
。
て
の
比
は紙
[申で
あ
る
。

てし
てま
た
千
九
白
五
耳
の
革
命
の敗

北
の
便
のレ
ー
ニン
が
杉
え
て
い
た
こ

と
も

:。
(軌
く
V

(京
大
文
学
部
四
回
生
)
b

4月20日 開講

学
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基礎力の充実から応用の完成まで
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4月 新学期

レ国立大学受験科躍理工系コース ・文科系コース

レ私立大学愛験科=理工系コース ・文科系コース

レ夜聞大学愛験科=理二〔系コース ・文科系コース

レ高校2・3年生科富英語・数学・国語。理科・社会

夏期講習会……7月21日～8月26日

レ高校卒集生組=英 語・数学・国語・理科・社会
レ高校3年 生組詔英語・数学・国語・理科・社会

レ高校2年 生組=英 語・数学・国語・理科。社会

公開綜合模試

1>5月から毎月1回実施

縫儲旧lmiU旧闇1蹴lhli偲聴紺田ll!1川欄ll随搬槻むillil匙憎ll掘開1㎜1曽樋●●冒側ll奮1}書ll榊1轍槽「

東京部千代田区神田葵土代町24TEL(292》0951

国電』神田(西口)5分 地下鉄=大 手町3分
都 電二神国 檎電 停 前

461


